
IT経営マガジン
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総務の佐々木さんは60 万枚刷れるところが良いと。

営業の浜崎さんは増設トレイが助かると。

でも私がはじめに目を惹かれたのは、ヽヽ

そう、そのサイズ感だ った 。

職場の仲間は、小さなボディで60万枚刷れる耐久性や、卜Vイが増設で きる拡張性を推していたのだが。

そういえば、我が社のオフィスで使っているプリンタ ー、何年前に買ったかなあ。

プリンタ ー ヘの投資って、ついつい後回しになってしまう。

でも、古い機種を使い続けると、意外と無駄が多いのも事実。

なによりこのコンパクトなサイズ感。オフィスがすっきり見えると、頭もスッキリする気がする。

変えるならブラザ ーのレ ーザ ー 、がいいな。

あ、私ですか？社長の鈴木です。

HL-L6400DW 

図60万枚の耐久性図増設卜Vイの拡張性

図A4サイ心省スペース
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http://www.brother.co.jp/
https://www.compass-it.jp/
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─決断と積み重ねで転換期に挑む
・ IT経営実践企業の今
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・すごい！国の支援策
経済産業省「IT導入補助金」
中小企業庁「ものづくり補助金」「サポイン」「新連携支援事業」

・ 中小企業支援者へ５つの質問
ナレッジネットワーク　森戸裕一氏
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①　危機に直面して得た「気づき」　ITは即効性より積み重ね
宮城県仙台市　金物卸売業　十一屋ボルト

②　顧客と向き合い激変業界に活路　見える化が現場の意識を変えた
岐阜県土岐市　窯業（和食器）　大東亜窯業
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よしだまこと事務所　吉田誠氏

ITツール紹介②
「これ一つでOK！」待望のサービスがついに登場！
Officeソフト、グループウェアからセキュリティまで
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創刊15周年

特集

本
誌
創
刊
か
ら
15
周
年
。
当
時

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
組
み
合
わ
さ
れ
、

ネ
ッ
ト
時
代
の
幕
開
け
だ
っ
た
。

　
中
小
企
業
の
I
T
戦
略
立
案
・
導

入
を
支
援
す
る
I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

資
格
も
ス
タ
ー
ト
し
、
本
誌
で
も
、
多

数
そ
の
活
動
を
紹
介
し
て
き
た
。

　
企
業
に
お
け
る
I
T
活
用
の
多
く

は
経
営
課
題
に
応
じ
て「
考
え
て
使

い
こ
な
す
」も
の
だ
。
経
営
者
が
決
断

し
、
改
革
や
導
入
を
積
み
重
ね
て
成

果
を
得
て
い
く
。
単
純
な「
B
e
f
o

r
e
／
A
f
t
e
r
」で
整
理
し
き

れ
な
い
時
系
列
の
改
革
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
15
周
年
に
あ
た
り
、
本
誌

で
紹
介
し
た
企
業
2
社
に
、
そ
の
後

の「
I
T
経
営
」に
つ
い
て
尋
ね
た
。

事
業
戦
略
と
I
T
は
一
体

地
域
を
牽
引
す
る
地
元
企
業

　
紳
士
服
オ
ー
ダ
ー
の
鈴
木
洋
服
店

（
静
岡
県
）は
立
地
が
課
題
の
一
つ
で

あ
っ
た
が
、
W
e
b
サ
イ
ト
の
活
用

で「
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ
る
店
」に
変

化
し
た
時
点
を
取
材
し
た
。

　
そ
の
後
、
重
点
分
野
を
強
化
す
べ

く
、
店
舗
や
ア
ナ
ロ
グ
の
販
促
ツ
ー

ル
、
W
e
b
サ
イ
ト
を
統
一
イ
メ
ー

ジ
で
改
良
。
問
い
合
せ
と
来
店
を
さ

ら
に
増
や
し
て
い
る
。
個
店
が
他
地

域
か
ら
人
を
呼
べ
れ
ば
地
域
貢
献
に

つ
な
が
る
と
意
欲
的
だ
。

　
ネ
ッ
ト
で
詳
し
く
情
報
発
信
し
た

段
階
か
ら
、
統
合
的
な
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
確
立
へ
の
進
化
で
あ
る
。

　
化
粧
筆
で
有
名
な
広
島
県
熊
野
町

の
瑞
穂
は
、
事
業
承
継
を
見
据
え
た

経
営
の
見
え
る
化（
と
く
に
事
業
分

野
ご
と
の
販
売
状
況
や
粗
利
管
理
な

ど
）へ
の
取
り
組
み
を
取
材
し
た
。

　
戦
略
的
設
備
投
資
に
よ
る
迅
速
な

新
商
品
開
発
な
ど
、
そ
の
後
も
精
力

的
だ
。
海
外
で
の
販
売
を
強
化
す
べ

く
、
海
外
向
け
E
C
サ
イ
ト
も
ス

タ
ー
ト
し
た
。
そ
し
て
こ
の
2
月
、
い

よ
い
よ
事
業
承
継
の
時
期
を
迎
え
る

と
い
う
。

　
商
品
企
画
、販
売
戦
略
と「
攻
め
に

出
る
」た
め
の
I
T
活
用
だ
。

　
両
社
と
も
、
単
純
な
効
率
化
を
超

え
て
、
事
業
戦
略
の
中
に
I
T
を
位

置
づ
け
、
結
果
を
出
し
て
い
る
の
だ
。

　
こ
う
し
た
事
例
を
見
聞
き
し
た
際
、

残
念
な
が
ら「
あ
の
会
社
は
特
別
だ
」

「
う
ち
は
I
T
は
苦
手
で
」と「
他
人

事
」に
す
る
会
社
も
あ
る
。
し
か
し
、

も
う
そ
ん
な
こ
と
は
言
っ
て
い
ら
れ

な
い
く
ら
い
環
境
は
変
化
し
た
。

　
一
つ
は「
人
手
不
足
社
会
」の
到
来
。

　
人
口
減
お
よ
び
年
齢
別
構
成
比
の

変
化
に
と
も
な
い
人
海
戦
術
で
の
解

決
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
人
は
よ
り
働

き
や
す
い
会
社
へ
行
っ
て
し
ま
う
。

　
も
う
一
つ
は
、
I
T
自
体
の
進
化
。

　
I
T
の
サ
ー
ビ
ス
化（
ク
ラ
ウ
ド

の
進
展
）、
モ
バ
イ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
圧
倒
的

処
理
力
向
上
等
に
よ
る
I
o
T
／ 

A
I
な
ど
、
I
T
導
入
時
の
ハ
ー
ド

ル
が
下
が
り
、
今
ま
で
に
な
い
使
い

方
を
創
造
で
き
る
の
だ
。

　
そ
こ
で
本
特
集
で
は
I
T
を「
自
分

事
」に
す
る
た
め
の
情
報
を
集
め
た
。

　
続
く
ペ
ー
ジ
で
は
、
地
域
支
援
専

門
家
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
、
I
T
活
用

へ
の
国
の
支
援
、「
攻
め
の
I
T
経

営
中
小
企
業
百
選
2
0
1
7
」選
定

企
業
か
ら
、
改
革
の
積
み
重
ね
で
危

機
を
乗
り
越
え
業
績
を
回
復
し
た
2

社
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

ま
だ
、I
T
は
他
人
事
で
す
か
？

IT経営実践企業の今

支援者は転換期をこう見る

すごい！国の支援策

本
誌
登
場
企
業
は
今
ど
う
し
て
る
？

決断と積み重ねで転換期に挑む

新商品の開発 & 海外 EC
経営の承継も実現

広島県熊野町・瑞穂
丸山長宏 専務

（取材時。2月より代表取締役社長）

（2014 年秋号掲載）

　オーダースーツの中でもブライダルスーツを強化分野とし、専門家の和田
喜充さんにアドバイスをいただきながら、店舗改良、パンフレット制作、ロ

ゴ作成、ホームページとブログのリニューアル、営
業用のブライダルスーツ型見本の製作など、ビジネ
ス戦略とIT活用を一体で進めました。
　当社は浜松の中心部から20kmほど北の北遠地
域にありますが、今までは決して足を運んでくれな
かった地域・年齢層の新たな顧客を呼び、売上増
を実現できました。
　来店された方に地元の物産や観光の情報を発
信することにより、地域貢献につなげたいと考えて
います。（談）

重点分野の強化策で来店増
店舗・Web サイト・営業ツールを改良

静岡県浜松市・鈴木洋服店
鈴木 貴 店長
（2015年冬号掲載）

新製品「SHAQUDA」（シャクダ）

　新ブランド「SHAQUDA（シャクダ）」の立ち上げ、
3Dマシニングセンターの導入、海外ECサイトの開始
と、チャレンジを続けています。3D自動切削による複
雑な筆軸試作の内製化で、商品化をスピードアップできました。
　従業員30名の会社が商品開発から納品、海外販売までワン
ストップで事業運営できるとは、良い時代になったとITに感謝し
ています。継続的な取り組みで社員の意識もさらに高まったと体
感しています。
　2018年の2月、私を含めた3名で経営承継することになりま
した。熊野筆は伝統工芸品であり地域ブランド。地域の基盤、
発展があっての事業です。今後は微力ながら地域の活性化にも
取り組んでいきます。（談）

ブライダルスーツ分野を強化した
Webサイトから

特 集特 集 まだ、ITは他人事ですか？
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「
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
た
商
店

街
に
に
ぎ
わ
い
を
復
活
さ
せ

る
」と
き
、「
お
店
を
作
っ
て
モ
ノ
を
売

ろ
う
と
す
る
の
は
、
単
な
る
過
去
の
産

業
の
継
承
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
足
を

運
び
た
く
な
る“
コ
ト
”を
興
す
視
点

が
大
切
で
す
」

　
ナ
レ
ッ
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
森
戸
裕

一
氏
は
、
地
方
創
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
手
掛
け
て
の
実
感
を
こ
の
よ
う
に
話

す
。
モ
ノ
は
ネ
ッ
ト
で
買
え
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、コ
ト
は「
場
」が
必
要
だ
。

地
方
だ
か
ら
こ
そ
、観
光
客
向
け
の
民

泊
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
な
ど
、
シ
ェ
ア
ビ

ジ
ネ
ス
の
可
能
性
も
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
や
新
し
い

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
目
を
向
け
る
か
ど
う

か
だ
。

　
自
身
は「
佐
賀
県
伊
万
里
市
を

I
T
集
積
地
に
し
よ
う
」と
学
生
を
連

れ
て
現
地
に
出
向
く
。交
流
人
口
の
増

加
は
情
報
を
流
入
さ
せ
、活
性
化
の
契

機
に
な
る
。い
つ
も
そ
こ
に
い
な
く
て

も
I
T
で
つ
な
が
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

牽
引
で
き
る
と
い
う
。

ク
ラ
ウ
ド
が
切
り
札
に
？

経
営
者
の
意
識
に
変
化

　
で
は
I
T
を
使
い
こ
な
す
た
め
に
、

支
援
者
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

　「
I
T
を
使
わ
な
い
の
は
損
。
支
援

す
る
側
も
自
覚
し
て
、
専
門
家
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
ま
す
」

　
こ
う
語
る
の
は
、
日
本
商
工
会
議

所
中
小
企
業
振
興
部
の
加
藤
正
敏
部

長
で
あ
る
。

　
経
営
指
導
員
の
研
修
に
I
T
関
連

の
メ
ニ
ュ
ー
を
設
け
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

支
援
。
さ
ら
に「
消
費
税
改
定
は
、
会

計
や
P
O
S
レ
ジ
な
ど
の
業
務
ア
プ
リ

を
導
入
す
る
良
い
機
会
。
各
地
の
商
工

会
議
所
か
ら
し
っ
か
り
伝
え
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
ま
す
」と
意
気
込
む
。

　
I
T
導
入
支
援
の
実
績
が
豊
富
な

豊
中
商
工
会
議
所
の
押
川
携
氏
は
、

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

A
I
／
I
o
T
、R
P
A
な
ど
が
有

機
的
に
つ
な
が
っ
た
と
き
に
大
き
な
変

化
が
始
ま
る
で
し
ょ
う
。
長
年
、
小
規

模
企
業
に
記
帳
指
導
を
し
て
き
た
商

工
会
議
所
と
し
て
は
、ま
ず
ク
ラ
ウ
ド

の
会
計
サ
ー
ビ
ス
に
切
り
替
え
、
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と

方
針
を
話
す
。

　
近
年
は
、ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
普

及
で
、
業
務
系
の
ソ
フ
ト
を「
持
た
ず

に
利
用
」す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　「
と
く
に
小
規
模
企
業
に
お
い
て

は
、
必
要
性
は
わ
か
っ
て
も
I
T
そ

の
も
の
の
費
用
が
高
く
コ
ス
ト
削
減

に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
経
営
の
優
先
課
題
で
あ
る
売
上

増
や
販
路
開
拓
に
使
い
や
す
い
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
に
な
り
ま
す
」

　
商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
向
け
研

修
で
の
講
師
も
務
め
る
I
T
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
の
川
野
太
氏
は
こ
う
指

摘
す
る（
川
野
氏
ら
が
運
営
す
る
組
織

は
経
営
革
新
支
援
機
関
で
あ
る
）。

　
そ
し
て
、経
営
者
に
変
化
の
兆
候
を

見
る
の
が
、富
山
県
で
活
躍
す
る
I
T

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
吉
田
誠
氏
だ
。

　「
景
気
が
上
向
き
、
人
手
不
足
を
見

据
え
て
、
人
の
有
効
活
用
や
ノ
ウ
ハ
ウ

の
見
え
る
化
へ
I
T
投
資
が
活
発
に

な
っ
て
い
ま
す
。
運
用
管
理
の
し
や
す

さ
や
B
C
P
対
策
か
ら
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
で
の
シ
ス
テ
ム
運
用
に
も
積
極
的

で
す
」

　
気
づ
い
た
人
は
動
い
て
い
る
。
そ
し

て
ツ
ー
ル
も
整
っ
て
き
た
。

　「
ま
さ
に
、踏
み
込
む
時
期
」が
来
た

の
で
あ
る
。

　IT と経営の環境変化を中小企業支援の現場
にいる方々はどう見ているのか。
　ビジネスプロデューサー、支援機関勤務者、
専門家（IT コーディネータ）の 5名に問いか
けを行い、現場の実感を回答してもらった。
　共通するのは、この変化は「大きなチャンス
である」ことだ。

中小企業支援者へ
5つの質問

key Person

行政区を越えて連携し、
ビジネスを創造するチャンス
ナレッジネットワーク株式会社 代表取締役社長 森戸裕一氏

　かつては東京の便利な場所にオフィスを構えて終身雇
用。今は行政区を越えてITで人がつながりプロジェクト
を推進できます。資金面も、日本の技術に投資したい人
は世界中にいます。最新のテクノロジーに合わせて発想
を変えれば、ビジネスチャンスがあるのです。
　ポテンシャルの高い若者を地域に呼び戻すには「勤め
たくなる産業」を興すこと。ASEAN諸国の興隆は猛スピー
ドであることを認識したいものです。（談）

＜ビジネスプロデューサーへの質問＞

地方創生に大切な観点とは？

経営者の関心で差
ITへの抵抗感を払拭したい

豊中商工会議所 IT支援推進室 課長 押川 携氏

　小規模企業の場合、経営者の関心・理解やIT化を担
う人材によりIT活用に差があります。国レベルでの支援
や長期視点での人材育成が求められます。
　現場では、会計分野でのクラウドサービスの普及でIT
化のメリットを感じていただきやすくなりました。慣れ親し
める機会をつくり、抵抗感を払拭していきたいと思います。
（談）

＜地域支援機関への質問＞

IT活用支援で実感することは？

“ITは使わないと損”
支援機関もスキル強化中

日本商工会議所 中小企業振興部長 加藤正敏氏

　日商は、全国515の商工会議所による支援を通じて各
地の企業を支援しています。また現場を踏まえた政策提
言を行っています。労働力が不足するなか、ITは「使わな
いと損」であり、会計やPOSレジなどのビジネスアプリは
十分使える域に来ました。経営指導員の研修にIT分野
も組み込み、時代の変化に応じた「伴走型の事業計画
策定・実行」支援を強化中です。（談）

＜支援機関＞

中小企業支援におけるITの位置づけは？

経営者の前向きな変化
IT導入に関心高まる

よしだまこと事務所 代表取締役 吉田 誠氏

　ここ1、2年、変化の兆候が見られ、IT導入の案件が
増えています。景気回復と人手不足を背景に、属人化か
らの脱却や定型業務の効率化が急務だからです。ITが
経営にもたらす効果が明確になったといえるでしょう。
　私の拠点・富山県では支援機関の方から「ITの課題な
らITコーディネータへ」と言っていただけるようになりまし
た。期待された役割にしっかり応えていきます。（談）

＜専門家への質問＞

地域企業の支援における実感は？

小規模企業の関心事
「売上拡大」に応えるITを

一般社団法人ヒューリット MF 理事 川野 太氏

　小規模企業では、業務効率化より売上拡大、販路開
拓などの優先度が高く、ITに関心はあってもコストが合わ
ずに導入を見送る例が見受けられました。比較的安価な
負担で始められるクラウドサービスの広がりは大きなチャ
ンスです。
　仕組みづくりといった「人間系」の改革も含め、支援機
関と一体となって伴走支援していきます。（談）

＜専門家への質問＞

IT活用はどうすれば進むか？

支援者は転換期をこう見る
特 集特 集 まだ、ITは他人事ですか？
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I
T
に
特
化
し
た
補
助
金

と
し
て
昨
年
注
目
を

浴
び
た「
I
T
導
入
補
助
金
」は
、
今

年
も
実
施
さ
れ
る
予
定
だ
。
と
く
に

サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お
い
て
は
バ
ッ
ク

オ
フ
ィ
ス
の
効
率
化
と
付
加
価
値
向

上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
寄

与
す
る
I
T
ツ
ー
ル
の
導
入
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
、「
3
年
後
の
生
産
性

2
％
向
上
」を
目
指
す
。

　
同
事
業
は
、

①�

国（
補
助
金
事
務
局
）に
予
め
認
定

さ
れ
た
I
T
ツ
ー
ル
が
補
助
金
の

対
象

②�

生
産
性
向
上
に
寄
与
す
る
10
の
機

能
の
う
ち
、
2
つ
以
上
の
機
能
を

組
み
合
わ
せ
て
導
入

③�

申
請
は
I
T
事
業
者
を
通
じ
て
行

い
、
活
用
成
果
を
毎
年
確
認
す
る

な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。

　
昨
年
は
約
１
万
4
千
社
が
利
用
し

た
が
、
今
年
は
、「
予
算
を
総
額

5
0
0
億
円
に
拡
充
し
、
約
10
万
社

の
利
用
を
見
込
ん
で
い
ま
す
」と
経

済
産
業
省
サ
ー
ビ
ス
政
策
課
・
宮
田

豪
課
長
補
佐
は
宣
言
す
る
。

　「
前
回
は
地
域
バ
ラ
ン
ス
は
良
か
っ

た
一
方
、
宿
泊
業
な
ど
サ
ー
ビ
ス
産

業
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
印
象
で
す
。

今
年
は
１
社
当
た
り
の
補
助
額
は
上

限
50
万
円
・
補
助
率
を
2
分
の
1
と

し
、
多
く
の
企
業
に
お
使
い
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　
I
T
ツ
ー
ル
を
探
し
や
す
く
す
る

工
夫
、
ま
た
I
T
ツ
ー
ル
導
入
の
成

果
の
公
開
や
、
ツ
ー
ル
を
提
供
し
た

I
T
事
業
者
の
実
績
の
見
え
る
化
も

行
っ
て
い
く
と
い
う
。

●
多
様
な
企
業
に
踏
み
出
す
機
会
を

　
も
う
一
つ
の
特
徴
的
な
改
良
点

は
、
申
請
書
類
に
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
の
指
標
を
盛
り
込
み
、
自
社

の
経
営
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
だ
。
I
T
導
入
補
助
金
は

I
T
事
業
者
を
申
請
窓
口
と
す
る
た

め
、
と
も
す
れ
ば
I
T
事
業
者
任
せ

に
し
が
ち
だ
が
、「
自
分
事
」に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
政
策
意
図
が
あ
る
。

　「
自
社
の
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

指
標
の
デ
ー
タ
は
、
事
業
の
成
果
測

定
や
金
融
機
関
へ
の
提
出
資
料
と
し

て
も
活
用
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
国

の
補
助
金
に
縁
が
な
か
っ
た
企
業
の

皆
様
に
も
、
意
識
改
革
や
新
し
い
取

り
組
み
の
機
会
と
し
て
活
用
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
宮
田
氏
は
こ
う
呼
び
か
け
る
。

◦ 

─ 
◦ 

─ 

◦ 

─ 

◦ 

─ 

◦

I
T
導
入
補
助
金
が
、
汎

用
的
な
I
T
ツ
ー
ル

を「
選
ん
で
使
い
」生
産
性
を
上
げ
る

の
に
対
し
、I
T
を
用
い
た
革
新
的

サ
ー
ビ
ス
開
発
や
設
備
投
資
、
高
額

な
投
資
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が「
も
の

づ
く
り
補
助
金
」で
あ
る
。

　
中
小
企
業
庁
技
術
・
経
営
革
新
課

の
師
田
晃
彦
課
長
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　「“
生
産
性
革
命
”の
推
進
に
あ
た

り
、
直
面
す
る
課
題
は
人
手
不
足
で

す
。
限
ら
れ
た
人
数
で
労
働
生
産
性

を
上
げ
る
に
は
、
最
新
設
備
へ
の
投

資
と
I
T
活
用
が
有
効
で
す
。
I
T

の
中
で
も
I
o
T
や
A
I
を
活
用
し

た
革
新
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

支
援
を
含
め
て
総
額
1
0
0
0
億
円

の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
」

　
１
企
業
当
た
り
上
限
1
0
0
0
万

円
・
補
助
率
2
分
の
1
が
も
の
づ
く

り
補
助
金「
一
般
型
」の
基
本
ラ
イ
ン

で
あ
る
。
さ
ら
に
ユ
ニ
ー
ク
な
点
が

3
つ
あ
る
。

①�

専
門
家
の
支
援
を
受
け
る
場
合

は
、
補
助
額
が
30
万
円
上
乗
せ

②�

複
数
の
中
小
企
業
が
連
携
し
事
業

者
間
で
デ
ー
タ
を
活
用
す
る「
企

業
間
デ
ー
タ
活
用
型
」は
補
助
率

が
3
分
の
2
、
さ
ら
に
2
0
0
万

円
×
連
携
企
業
数
を
、
連
携
体
内

で
自
由
に
配
分
可
能

③�「
一
般
型
」に
お
い
て
も「
先
端
設

備
等
導
入
計
画
」認
定
、
ま
た
は

「
経
営
革
新
計
画
」の
承
認
を
受
け

た
企
業
等
は
補
助
率
が
3
分
の
2

に
ア
ッ
プ

　「
先
端
設
備
等
導
入
計
画
」は
、
平

成
30
年
度
国
会
提
出
予
定
の「
生
産

性
向
上
の
実
現
の
た
め
の
臨
時
措
置

法
」に
基
づ
く
も
の
。
固
定
資
産
税
を

ゼ
ロ
に
す
る
特
例
を
措
置
し
た
自
治

体
に
お
い
て
同
認
定
を
受
け
る
と
、３

年
間
の
固
定
資
産
税
が
ゼ
ロ
に
な
る
。

　「
固
定
資
産
税
を
懸
念
し
て
設
備

投
資
を
せ
ず
古
い
機
械
を
使
い
続
け

て
い
る
企
業
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

の
特
別
措
置
も
活
用
し
て
設
備
投
資

に
踏
み
込
ん
で
ほ
し
い
」と
師
田
氏

は
力
を
込
め
る
。

●
知
恵
を
結
集
し
て
新
サ
ー
ビ
ス

　
高
度
な
研
究
開
発
や
画
期
的
な

サ
ー
ビ
ス
開
発
は
、
平
成
30
年
度
予

算
で
実
施
予
定
の「
サ
ポ
イ
ン
」と

「
新
連
携
支
援
事
業
」に
て
支
援
。

　
前
者
は
、
産
学
官
の
連
携
に
よ
り
、

も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
の
高
度
化
を

目
指
す
も
の
で
、
適
用
期
間
も
３
年

に
及
ぶ
。

　「
１
社
で
は
で
き
な
い
高
度
な
取
り

組
み
に
有
効
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
金

型
の
内
部
に
埋
め
こ
ん
だ
セ
ン
サ
ー

で
製
造
時
の
状
態
を
記
録
し
、
品
質

の
ば
ら
つ
き
を
な
く
す
研
究
開
発
な

ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が
出
て
き
て

い
ま
す
」と
、
同
課
の
前
田
賢
治
氏

は
説
明
す
る
。

　
後
者
は
、
異
業
種
連
携
で
商
業

サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス

モ
デ
ル
の
開
発
を
２
年
間
支
援
す

る
。
同
課
の
爲
房
大
治
氏
は
、「
昨
年

は
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
の
運
営
者
、

機
械
製
造
者
、
I
T
事
業
者
ら
が
組

ん
で
I
o
T
を
活
用
し
た
革
新
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
生
み
だ
し
て
い
ま
す
。

異
業
種
連
携
へ
の
補
助
は
珍
し
い
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
」と
呼
び

か
け
る
。

　
会
計
や
レ
ジ
と
い
っ
た
定
番
の

I
T
か
ら
I
o
T
／
A
I
を
活
用

し
た
革
新
的
な
取
り
組
み
ま
で
、

I
T
を
活
用
し
て
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
支
援
は
本
腰
だ
。

「
働
き
手
が
少
な
い
な
か
で
海
外
に
伍

し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
る
た
め
に
、

こ
の
３
年
間
は
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
機

を
逃
さ
ず
生
産
性
を
高
め
る
投
資
を

進
め
て
く
だ
さ
い
」

　
師
田
氏
は
、
こ
う
締
め
く
く
っ
た
。

名称 内容 補助額等 編集部からひとこと

IT導入補助金
（サービス等生産性向上
   IT導入支援事業）

ものづくり補助金
（ものづくり・商業・サービス
   経営力向上支援事業）

サポイン
（戦略的基盤技術高度化支援事業）

新連携支援事業
（商業・サービス競争力強化
  連携支援事業）

軽減税率対策補助金

小規模事業者持続化補助金

バックヤードの効率化や付加価値増を
実現するITツールの導入支援

・ITに特化した補助金
・多くの企業で使われている汎用的なツール導入に向く
・クラウドサービスは最大1年分が補助される

・まとまったプロジェクト向き
・IoT等の活用なら補助率アップ
・企業間のデータ連携は補助額アップ

・新規事業や商品企画などプロジェクト向き
・計画承認が必要
・最大3年支援

・IoT、AI等の先端技術活用の場合は補助率が2/3に
（補助上限3000万円）

・複数税率対応が必要な事業者
・対象事業者でPOSレジ検討なら最適

・対象は小規模企業
・経営計画の策定が前提
・賃上げなど取り組み目的により補助上限が上がる場合も

生産性向上に寄与する10の機能から2つ
以上の組み合わせによるITツール導入
費用1/2を、15万円～50万円の範囲で補助

「一般型」は
費用の1/2を1000万円まで
専門家の活用で補助額30万円アップ

初年度4500万円まで、2年目、3年目は初
年度比2/3、1/2

初年度、2年目、費用の1/2を3000万円まで

指定のモバイルPOSレジ対象サービス等
導入費の2/3、上限20万円など

費用の2/3を50万円まで

革新的な取り組みで生産性向上等を
図る際の設備投資等を支援

産学官連携により取り組むものづくり
分野の研究開発を支援

消費税改定にともない、複数税率に対
応するレジ等の導入を支援

小規模企業が、商工会・商工会議所と
一体になってビジネスプランを作成
し、販路開拓に取り組む費用を支援

異業種中小企業および産学官の連携
によるサービスモデル開発の支援

政
策
担
当
者
が
詳
し
く
紹
介
！

政
策
担
当
者
が
詳
し
く
紹
介
！

経済産業省　商務情報政策局
サービス政策課　課長補佐
宮田豪氏

中小企業庁　経営支援部　技術・経営革新課（イノベーション課）
課長　師田晃彦氏（写真中央）　爲房大治氏（左）　前田賢治氏（右）

対象は10万社！
「IT導入補助金」

昨年のIT導入
補助金説明会
の様子

設備投資、IoT/AI 活用で革新
「ものづくり補助金」

「IT 導入補助金」「ものづくり補助金」は予算を増額。
産学官の連携による新ビジネス創造サポートも

本内容は「COMPASS ONLINE」にてさらにくわしく紹介します

中小企業　IT活用に関連する補助金例

ポイント
生産性向上に寄与する10の機能のうち、
2つ以上の機能を組み合わせたITツール
導入に際し、15万円～50万円の範囲で
1/2の費用を補助

＊詳細は２月末以降の事務局からの発表をご覧ください。

•フロント業務
予約、コミュニケーション、販売・店
頭、決済
• ミドル業務
顧客管理、人事シフト、受発注、原価
管理・業務管理
• バックオフィス業務
財務・会計管理、給与

３月　ITツール提供者の公募
４月　補助事業者（ITを使う中小企業
             側）の応募開始

ITツールの適用分野

スケジュール目安

IT導入補助金 2018年の予定

＊以降、計3回程度の募集を行う予定

＊詳細は２月中下旬の募集要項を
　ご覧ください。

3種の募集 スケジュール目安

ものづくり補助金予定

＊二次募集を7月ごろ予定

「企業間データ活用型」
「一般型」
「小規模型」

2月中下旬ごろ　公募スタート
4月中旬ごろ　　締切

すごい！国の支援策
中小企業 IT 関連補助金

特 集特 集 まだ、ITは他人事ですか？
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本
棚
を
埋
め
尽
く
す
書
籍
。

S
E
O
対
策
や
We
b
な
ど
I
T
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
本
も
並
ぶ
。

「
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」と

W
e
b
の
ア
ク
セ
ス
解
析
画
面
を
見

せ
て
く
れ
た
の
は
宮
城
県
・
十
一
屋

ボ
ル
ト
の
佐
藤
兼
紹
会
長
で
あ
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大
震

災
、
ネ
ッ
ト
事
情
や
競
争
環
境
の
変

化
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
そ
の
都
度
、

立
ち
向
か
っ
て
き
た
。

　
同
社
は
ボ
ル
ト
・
ネ
ジ
、
作
業
工

具
を
、
主
に
企
業
向
け
に
販
売
。
取

扱
品
数
は
１
万
点
に
及
ぶ
。
仙
台
市

に
本
社
お
よ
び
販
売
店
舗
、
八
戸
に

営
業
所
を
展
開
。
石
巻
に
あ
っ
た
営

業
所
は
東
日
本
大
震
災
で
津
波
の
被

害
を
受
け
本
社
に
統
合
し
た
。

ネ
ッ
ト
で
取
引
先
を
開
拓

事
務
処
理
の
課
題
を
I
T
で

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
を
受
け
、

２
０
０
５
年
に
W
e
b
サ
イ
ト
を
開

設
。
同
業
内
で
い
ち
早
く
取
り
組
ん

だ
こ
と
も
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
は
上
々

だ
っ
た
。
途
中
改
定
し
、
ア
ク
セ
ス

解
析
や
S
E
O
対
策
も
行
っ
た
と
こ

ろ
、
キ
ー
ワ
ー
ド「
ボ
ル
ト
」で
検
索

す
る
と
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
表
示
さ
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
。

　
引
き
合
い
が
増
え
、
サ
イ
ト
を
通

じ
て
新
し
い
分
野
の
大
手
企
業
と
の

取
引
も
開
拓
で
き
た
。

　
こ
こ
で
一
つ
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
。

多
品
種
少
量
受
注
へ
の
対
応
で
あ
る
。

　「
取
引
先
か
ら
は
、
用
途
や
時
期
に

応
じ
た
少
量
の
見
積
依
頼
と
発
注
が

頻
繁
に
あ
り
ま
す
。
F
A
X
は
月
に

4
0
0
0
枚
に
及
び
、
担
当
者
が

や
っ
て
も
や
っ
て
も
追
い
つ
か
な
い
。

ミ
ス
が
増
え
、
つ
い
に
半
年
間
納
入

停
止
に
な
っ
た
の
で
す
」

　
佐
藤
会
長
は
当
時
を
述
懐
す
る
。

　「
こ
の
ま
ま
で
は
他
社
か
ら
も
仕
事

を
受
け
に
く
い
」と
I
T
化
を
決
意
。

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
清
野
浩
司
氏

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
、
商
品
単
価

表
か
ら
自
動
的
に
見
積
書
が
作
成
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
受
注

後
の
処
理
に
は
、
注
文
書
の
バ
ー

コ
ー
ド
を
利
用
し
た
売
上
・
粗
利
管

理
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
、
仕
入
管
理
シ

ス
テ
ム
を
用
い
て
対
応
し
た
。

　
圧
倒
的
な
効
率
化
で
、
当
初
の
３

倍
以
上
の
見
積
処
理
に
対
応
し
つ
つ

ミ
ス
の
発
生
率
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に

近
づ
け
る
こ
と
に
成
功
。
取
引
先
の

信
頼
性
を
回
復
し
、
高
い
評
価
を
得

た
。
た
だ
、
結
果
を
得
ら
れ
た
の
は

I
T
の
力
だ
け
で
は
な
い
、
と
佐
藤

会
長
は
打
ち
明
け
る
。

　「
I
T
と
同
時
に
社
内
体
制
の
組

み
替
え
も
大
切
で
す
。
当
社
で
は
在

庫
商
品
の
置
き
場
所（
配
列
）を
受
注

頻
度
を
も
と
に
並
べ
替
え
、
働
き
や

す
い
ラ
イ
ン
に
変
え
ま
し
た
」

震
災
、
そ
し
て
環
境
激
変

事
業
戦
略
を
練
り
直
す

　
W
e
b
と
受
発
注
シ
ス
テ
ム
が
整

進
出
し
て
き
た
の
で
す
」と
佐
藤
会

長
は
説
明
す
る
。

　
十
一
屋
ボ
ル
ト
は
こ
こ
で
踏
ん
張

り
、
事
業
戦
略
を
練
り
直
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
W
e
b
サ
イ
ト
を

B
to
B
向
け
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
宮

城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
支
援
も
受

け
な
が
ら
、
顧
客
に
役
立
つ
仕
組
み

を
提
供
し
、
企
業
価
値
を
高
め
る
方

針
を
立
て
た
。

ヒ
ン
ト
は
店
舗
に
あ
っ
た

顧
客
目
線
で
情
報
を
発
信

　「
顧
客
の
役
に
立
つ
」と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
。

　
ヒ
ン
ト
を
く
れ
た
の
は
、
店
舗
で

顧
客
と
接
し
て
い
る
社
員
だ
っ
た
。

　「
ボ
ル
ト
は
ネ
ジ
部
分
の
直
径
で
規

格
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
工
具
を
挟

む
頭
の
部
分
を
測
っ
て
探
す
お
客
様

が
い
る
と
聞
き
、
大
き
な
気
づ
き
を

得
ま
し
た
」（
佐
藤
会
長
）。

　
売
り
手
視
点
で
規
格
や
単
価
を
示

し
て
終
わ
り
、
で
は
な
く
、
ボ
ル
ト
を

探
す
人
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に
着
目
。

サ
イ
ト
に
は「
ボ
ル
ト
相
談
所
」コ
ー

ナ
ー
を
設
け
た
り
、
顧
客
が
迷
い
そ

う
な
観
点
で
ボ
ル
ト
の
種
類
を
説
明

す
る
な
ど
、「
こ
の
会
社
な
ら
ボ
ル
ト

の
こ
と
を
相
談
で
き
る
」と
感
じ
ら
れ

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
掲
載
し
た
。

　
サ
イ
ト
ア
ク
セ
ス
は
月
に
１
万
件

レ
ベ
ル
に
上
が
り
、
サ
イ
ト
経
由
の

売
上
は
4
倍
・
全
体
の
２
割
を
占
め

る
ま
で
に
上
昇
。
ボ
ル
ト
の
二
面
幅

や
強
度
な
ど
、
プ
ロ
と
わ
か
る
人
た

ち
か
ら
の
検
索
が
急
増
し
て
い
る
の

が
特
徴
と
い
う
。

　
さ
ら
に
店
舗
や
人
に
よ
る
営
業
と

の
組
み
合
わ
せ
で
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を

高
め
る
計
画
だ
。

　
I
T
基
盤
の
整
備
は
働
く
人
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
め
る
。
事
務
分

野
で
は
時
短
で
働
く
女
性
が
安
定
的

に
勤
務
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

同
社
に
好
感
を
抱
い
て
求
人
に
応
募

す
る
女
性
も
出
て
く
る
な
ど
、
人
材

面
で
の
効
果
も
出
て
い
る
。

　「
I
T
は
即
効
性
を
求
め
る
よ
り
、

積
み
重
ね
が
大
事
で
す
ね
」と
振
り

返
る
佐
藤
会
長
に
、
危
機
に
直
面
し

た
時
の
心
境
を
問
う
と
、
次
の
よ
う

な
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。

　「
人
は
弱
い
も
の
で
、
決
断
を
先
送

り
に
し
が
ち
で
す
。
し
か
し
外
部
環

境
の
変
化
で
本
当
に
追
い
詰
め
ら
れ

た
と
き
に
は
、
皆
で
必
死
に
知
恵
を

出
し
、
改
革
の
決
断
が
で
き
る
も
の

で
す
」

　
屈
せ
ず
立
ち
向
か
う
力
は
、
経
営

の
力
で
あ
る
。

十一屋ボルトのIT活用の歩み

2005年

2008年

2013年
2011年

〜
2017年

Web システム

売上増 見積・受発注が
手作業では困難に
・見積回答システム
・売上・粗利管理システム
・仕入管理システム

効率化

売上増

年間アクセス数
３年で３倍！

Webの売上
４倍！

モチベーション
UP

Webサイト開設
大手取引先を開拓

改定およびリアル営業
との結合研究

リーマンショック

他社のWebサイトが増え、アクセス減
リアル店舗も競争激化
東日本大震災

見積 取
引
先

「ボルト」で　　   No.1！
検索トップ

い
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
矢
先
、
同
社
に

は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
東
日
本
大

震
災
、
ネ
ッ
ト
や
競
合
の
変
化
と
、

外
部
環
境
の
大
変
化
が
次
々
と
押
し

寄
せ
た
。
つ
い
に
は「
会
社
存
亡
の
危

機
に
陥
っ
た
」。

　
震
災
直
後
は
無
我
夢
中
だ
っ
た
と

い
う
が
、「
津
波
で
石
巻
営
業
所
が
物

理
的
な
被
害
を
受
け
た
り
、
ネ
ッ
ト

の
競
合
が
増
え
て
２
０
０
０
件
以
上

あ
っ
た
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
わ

ず
か
3
0
0
件
に
。
県
内
に
は
、
復

興
需
要
か
ら
D
I
Y
の
大
型
店
舗
が

http://www.juuichiya.jp/
現在のWebサイト内の「ボルト相談所」ページ。ボルトの規
格だけでなく、顧客が検索する言葉で探せるよう工夫した。

宮城県仙台市の社屋本社1階にて、豊富な品ぞろえ
の店舗も展開している

金物卸売業　十一屋ボルト（宮城県）

危機に直面して得た「気づき」
　ITは即効性より積み重ね

特 集 まだ、ITは他人事ですか？特 集

代表取締役会長　佐藤兼紹氏

会 社 概 要

株式会社 十一屋ボルト
宮城県仙台市宮城野区扇町7-1-17
●代表取締役社長：小野 勝氏
●設立： 1956年 
●従業員数：12名
●事業内容： 金物卸売業
●URL：http://www.juuichiya.jp/

IT経営事例
1

Web活用
取引先開拓

十一屋ボルトは、「攻めのIT経営中小企業百選2017」に選定されました。

http://www.juuichiya.jp/
http://www.juuichiya.jp/
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日
本
が
誇
る
陶
磁
器
の
産
地
・
岐

阜
県
土
岐
市
に
本
社
・
工
場
を
構
え

る
大
東
亜
窯
業
は
、
原
料
素
材
の
準

備
か
ら
、
加
工
、
窯
入
れ
ま
で
一
貫

体
制
で
和
食
器
を
製
造
す
る
。
食
卓

を
色
ど
る
陶
磁
器
は
、
ギ
フ
ト
需
要

や
好
調
な
輸
出
も
あ
い
ま
っ
て
、
安

定
し
た
市
場
を
形
成
。
土
岐
地
域
は

活
況
を
呈
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変

化
と
ア
ジ
ア
勢
の
台
頭
が
様
相
を
変

え
る
。
国
内
生
産
額
は
ピ
ー
ク
時
の

3
分
の
1
に
、
輸
出
入
を
差
し
引
い

た
国
内
需
要
は
2
分
の
1
ま
で
下
落
。

　
大
量
生
産
用
の
設
備
を
整
え
、
企

画
力
で
ヒ
ッ
ト
を
出
し
成
長
し
て
き

た
同
社
も
、
市
場
の
縮
小
と
連
動
す

る
よ
う
に
売
上
が
下
降
を
始
め
た
。

納
期
遅
れ
を
な
く
す
！

生
産
体
制
を
変
え
る
決
意

　
市
場
の
異
変
が
起
き
た
と
き
、
二

代
目
経
営
者
の
楓
陽
光
社
長
は
、
就

任
し
て
ま
だ
2
年
だ
っ
た
。

　「
過
去
の
成
功
体
験
で『
ヒ
ッ
ト
が

で
れ
ば
挽
回
で
き
る
』と
つ
い
つ
い
期

待
し
ま
し
た
が
、
時
代
は
変
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
先
代
が

蓄
積
し
て
き
た
お
金
も
徳
も
食
い
つ

ぶ
し
て
し
ま
う
…
。
眠
れ
な
い
日
も

あ
り
ま
し
た
」

　
ピ
ー
ク
時
に
28
億
円
あ
っ
た
売
上

が
10
億
を
切
っ
た
2
0
0
7
年
、
同

社
は
、
モ
ノ
づ
く
り
の
体
制
を
変
え

る
決
意
を
す
る
。
ヒ
ッ
ト
商
品
頼
み

の
大
量
生
産
方
式
か
ら
少
ロ
ッ
ト
対

応
へ
の
転
換
だ
っ
た
。

　「
お
客
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で

ニ
ー
ズ
を
探
っ
た
結
果
、
嗜
好
が
変

化
し
大
量
生
産
は
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
、

納
期
の
遅
れ
は
信
頼
を
失
う
こ
と
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
で
す
」

　
常
務
取
締
役
の
小
貝
馨
氏
は
こ
う

振
り
返
る
。
大
量
生
産
体
制
は
作
業

効
率
は
良
い
が
、
細
か
な
注
文
へ
の

対
応
が
難
し
い
。
そ
こ
で
、
2
0
0
0

個
単
位
だ
っ
た
ロ
ッ
ト
を
2
0
0
個

単
位
に
変
え
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
短

く
す
る
方
法
と
し
て「
か
ん
ば
ん
方

式
」を
導
入
し
た
。

　
和
食
器
製
造
は
大
き
く
、

　
①
土
練
→
②
坏
土
→
③
成
形
→

　
④
素
焼
→
⑤
素
焼
き
仕
掛
→

　
⑥
加
工
→
⑦
焼
成
　

の
工
程
を
踏
む
。

　
主
に
、
①
と
②
の
間
、
③
と
⑤
の
間

に「
か
ん
ば
ん
」を
用
い
た
。

　
例
え
ば
、
あ
る
形
状
の
茶
碗
に
つ

い
て
、
⑤
の
工
程
で
台
車
2
台
分
の

成
形
品
か
ら
素
焼
き
仕
掛
を
つ
く
っ

た
場
合
、
そ
の
台
車
の
か
ん
ば
ん
が

③
の
工
程
に
渡
さ
れ
る
。
戻
っ
て
き

た
か
ん
ば
ん
が
一
定
の
数
に
達
す
る

と
成
形
に
取
り
掛
か
る
仕
組
み
だ
。

現
状
の
把
握
・
共
有
か
ら

意
識
が
変
わ
り
始
め
る

　
と
は
い
え
、
同
じ
設
備
で
や
り
方

を
変
え
る
の
は
一
朝
一
夕
に
は
い
か

な
い
。
同
社
は
社
を
あ
げ
て
経
営
改

革
に
取
り
組
ん
だ
。

　
金
融
機
関
か
ら
の
案
内
で
、
経
済

産
業
省
が
実
施
し
て
い
た
I
T
経
営

応
援
隊
の
経
営
者
研
修
会
に
足
を
運

ん
だ
小
貝
常
務
は
、
専
門
家
・
水
口

和
美
氏
に
出
会
う
。
同
じ
研
修
会
を

社
長
・
副
社
長
に
も
薦
め
、
無
料
の

経
営
診
断
を
受
け
た
。

　
水
口
氏
は
当
時
の
様
子
を
、「
大
量

生
産
に
よ
る
在
庫
が
相
当
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ま
ず
幹
部
研
修
を
実
施
し
、

目
標
管
理
に
お
け
る
K
G
I
（
定
量

的
な
指
標
）、
K
P
I
（
目
標
達
成
プ

ロ
セ
ス
の
評
価
指
標
）を
明
確
に
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
」と
話
す
。

　
当
時
立
ち
上
げ
た
幹
部
社
員
に
よ

れ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
）。

　
次
に
、「
か
ん
ば
ん
方
式
」に
対
応

で
き
る
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構

築
。
生
産
計
画
を
明
ら
か
に
し
、

日
々
の
実
績
を
記
録
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
取
り
込
ん
だ
基
幹
デ
ー

タ
や
顧
客
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
、
B
I
ツ
ー
ル
に
よ
る
分
析
で
見

込
み
生
産
を
行
う
自
社
商
品
の
需
要

予
測
に
活
用
し
て
い
る
。

　「
現
状
の
見
え
る
化
・
共
有
は
大
き

な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
改
革
当
初

は
営
業
と
現
場
で
よ
く
喧
嘩
し
て
い

ま
し
た
が
、
皆
が
生
産
計
画
や
進
捗
、

販
売
の
現
状
を
知
る
こ
と
で
新
し
い

生
産
方
法
が
定
着
し
ま
し
た
」と
楓

社
長
は
振
り
返
る
。

　
デ
ー
タ
分
析
か
ら
、
新
製
品
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
10
年
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
1
年
間
に
10
％
ず
つ
新

商
品
に
入
れ
替
え
て
い
る
。

　
少
ロ
ッ
ト
対
応
と
納
期
遵
守
、
そ

し
て
商
品
開
発
の
効
果
か
ら
、
同
社

は
売
上
を
13
億
円
ま
で
回
復
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。
ス
ト
ッ
プ
し
て
い

た
人
材
投
資
も
再
開
し
、
会
社
の
担

い
手
を
育
て
て
い
く
と
い
う
。

　「
倒
産
し
な
い
会
社
づ
く
り
、
そ
し

て
日
本
一
の
和
食
器
メ
ー
カ
ー
を
目

指
し
ま
す
。
微
差
が
大
差
に
な
り
ま

す
か
ら
、
基
本
に
忠
実
に
、
当
た
り

前
の
こ
と
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
」

　
楓
社
長
は
現
在
の
心
境
と
決
意
を

こ
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
V
字
回
復
を
さ
ら
に
進
め
る
べ
く

ま
た
日
々
の
積
み
重
ね
が
続
く
。

大東亜窯業　IT経営の取り組み

顧客満足UP
社員の

モチベーション
UP

業績回復！

取り組みとIT活用

第一ステップ

現状把握

第二ステップ

生産方式の改革

第三ステップ

顧客ニーズの把握

課題

判断

・輸出減
・輸入増
・国内需要減

国内生産はピークの1/3を切る

・オフコンの受発注データをExcelに取り出して分析
・「納期のずれ」が常態化していた業界の課題
  （アンケートの実施）を乗り越える

・少ロット生産対応に（2000個単位→200個単位）
・「かんばん方式」の導入
・現場がこの方式に挑戦し、慣れる

・受注・売上・顧客等、基幹データを取り込み、
   BIツールで本格的に動向分析
・新商品のライフサイクルや納期予測も

どうするか

土岐市は
日本が誇る
和食器生産地

見て判断

共有
営業 製造

活況だった窯業業界が大変化

改革

攻め

ヒット商品頼みを
改める
ヒット商品頼みを
改める

顧客の声をきき
生産方法を変える
顧客の声を聞き
生産方法を変える

る
戦
略
会
議
と
全
体
会
議
は
今
も
続

い
て
い
る
と
い
う
。

　
現
状
の
把
握
に
は
I
T
も
活
用
。

ま
ず
オ
フ
コ
ン
か
ら
各
種
デ
ー
タ
を

取
り
出
し
、
顧
客
や
販
売
デ
ー
タ
を

分
析
し
て
見
え
る
化
を
行
っ
た（
現
在

は
、オ
フ
コ
ン
か
ら
直
接
デ
ー
タ
を
取

工場内は、生産を高める自動化機械も導入されている。型ごとに成形・素
焼きを行うが、絵付けの段階でシリーズごとにわかれていく

窯業（和食器）　大東亜窯業（岐阜県土岐市）

顧客と向き合い激変業界に活路
見える化が現場の意識を変えた

特 集 まだ、ITは他人事ですか？特 集

代表取締役　楓 陽光氏 常務取締役　小貝 馨氏

会 社 概 要

大東亜窯業株式会社
岐阜県土岐市肥田町肥田2886-3
●設立：1951年 
●従業員数：約180名
●事業内容： 美濃焼メーカーとして

和食器を企画・製造
●URL：http://www.daitoua.co.jp/

IT経営事例
2
基幹

システム

大東亜窯業は、「攻めのIT 経営中小企業百選 2017」に選定されました。

素焼き仕掛段階
での「かんばん」
の様子。使用し
た台車の「かん
ばん」を前の成
形工程に渡す

軽くて強い機能性磁器
「おかるのキモチ」は
介護施設でも利用される

サポーター紹介

　中部地区を中心に、長年にわたり
IT 経営支援の豊富な実績を有する専 
門家。
　IT導入はもちろんのこと経営戦略立
案や改革推進の支援も手掛ける。
　大東亜窯業の支援においては、幹部
研修や会議への同席支援を行う一方、
同社の商品をネット販売し顧客の反応
を見るなどのトライアルも行った。10年
にわたり、改革のペースメーカーとして
伴走している。
　同社の今後について、「機能性食器
などニーズの高い分野はまだまだ伸びし
ろがあります。また食器は女性のセンス
が求められるので、女性社員の増加に
も期待したい」と分析する。
　楓社長は、「難しい言葉で煙にまかず、
当社のことをよく理解しサポートしていた
だいています。データを共有し数字で見
る習慣が身についたのも大きい。改革を
前に進めるには進捗を見ていただける専
門家は欠かせない」と感想を話している。

株式会社 ARU　
代表取締役
水口和美氏

（ITコーディネータ）

http://www.daitoua.co.jp/
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働
く
人
の
笑
顔
と「
声
」だ
。
そ
し
て
、

「
弊
社
の
特
徴
」の
欄
に
、「
な
ぜ
、
弊

社
の
業
績
が
伸
び
て
い
る
か
と
申
し

ま
す
と
、
ひ
と
え
に
ス
テ
ン
レ
ス
加

工
業
の「
職
人
の
腕
」と「
会
社
の
信

頼
性
」が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
様
か
ら
評

価
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
」と
書
か
れ

て
い
る
の
が
印
象
的
だ
。

　
石
橋
社
長
は
、「
誤
解
な
き
よ
う
、

入
社
し
て
か
ら『
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な

か
っ
た
』と
な
ら
な
い
よ
う
、
背
伸
び

せ
ず
に
会
社
の
状
況
を
伝
え
、
ど
ん

な
仲
間
が
い
る
か
に
つ
い
て
詳
し
く

書
き
ま
し
た
。
情
報
は
た
く
さ
ん
出

し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
」と
説

明
す
る
。

　
専
門
的
な
職
種
ゆ
え
応
募
が
殺
到

す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
応
募
者
は

サ
イ
ト
で
会
社
の
内
容
を
確
認
し
て

お
り
、
ブ
ラ
ン
ド
力
が
向
上
し
て
い

る
手
ご
た
え
が
あ
る
と
い
う
。

　
取
材
時
は
、
事
務
職
の
求
人
中

だ
っ
た
が
、
何
件
も
問
い
合
わ
せ
が

入
っ
て
い
た
。
社
風
や
雰
囲
気
、
働

く
人
た
ち
の
様
子
を
き
ち
ん
と
発
信

「
今
、
社
長
と
し
て
の
主
な
仕

事
は
採
用
と
従
業
員
の
定

着
で
す
。
人
が
い
な
け
れ
ば
売
上
も

ス
ト
ッ
プ
で
す
か
ら
」

　
東
京
湾
に
ほ
ど
近
い
千
葉
県
習
志

野
市
に
本
社
工
場
を
構
え
る
イ
シ
バ

シ
は
、
機
械
製
品
の
ス
テ
ン
レ
ス
溶

接
加
工
を
手
掛
け
る
。
二
代
目
の
石

橋
純
治
社
長
が
最
重
要
経
営
課
題
に

位
置
付
け
る
の
は
、
技
術
力
を
持
っ

た
人
の
育
成
で
あ
る
。

　
製
造
業
は「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4.0
」

で
自
動
化
が
進
む
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
製
造
業
の
内
容
は
多
様
だ
と
石

橋
社
長
は
言
う
。

　「
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
・
多
品

種
少
量
生
産
で
す
か
ら
、
メ
ー
カ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
設
計
を
理
解
し
、
形
に

す
る
た
め
に
、
か
な
り
の
工
程
を
一

人
の
技
術
職
が
担
い
ま
す
。
職
人
を

育
て
る
の
は
大
変
な
こ
と
。
こ
の
地

域
で
は“
職
人
争
奪
戦
”で
す
」

　
７
年
前
に
I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

野
中
栄
一
氏
に
依
頼
し
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
信
頼
関
係
を

構
築
で
き
る
取
引
先
を
コ
ツ
コ
ツ
と

開
拓
し
て
き
た
イ
シ
バ
シ
は
、
こ
う

し
た
背
景
か
ら
、
２
年
前
に
、
さ
ら

に
求
人
に
特
化
し
た
W
e
b
サ
イ
ト

を
開
設
し
た（http://recruit.

ibk-e.net/

）。

背
伸
び
せ
ず
伝
え
て

ブ
ラ
ン
ド
力
が
向
上

　
サ
イ
ト
を
見
て
ま
ず
感
じ
る
の
は

す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
う
か
が
え
た
。

　
社
内
で
は
、
会
社
の
理
念
・
石
橋

社
長
の
考
え
方
を
定
期
的
に
伝
え
、

社
員
旅
行
の
開
催
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
増
や
し
て
い

る
。
工
場
内
の
幹
部
社
員
に
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
配
布
し
、
メ
ー
ル
等

連
絡
業
務
に
活
用
し
て
い
る
と
い
う
。

　
イ
シ
バ
シ
で
は
、
工
場
に
隣
接
す

る
土
地
を
取
得
済
み
。
人
の
課
題
を

ク
リ
ア
し
、
生
産
力
の
拡
大
を
図
る

計
画
で
あ
る
。

FOCUS

千
葉
県
習
志
野
市
・
製
造
業

　イ
シ
バ
シ
の
場
合

代表取締役社長　石橋 純治氏

サポーター紹介

　イシバシは習志野商工会議所を通じて専門家のサ
ポートを得ていたが、Webサイトリニューアルにあたり、
同分野に詳しいナーツ・野中栄一氏の紹介を受けた。
　ホームページリニューアルでは１週間足らずで問い
合わせが急増し、第二ステップとなった求人サイトに
ついても同社に依頼。
　石橋社長は「プロに任せることで私は自分の仕事
に専念できます。経営視点で事業の中身を理解して
くださるので、良いものができました」と感想を話して
いる。

株式会社ナーツ
http://www.narts.jp/

求
人
力
を
高
め
る
W
e
b
サ
イ
ト
活
用

「
働
く
人
」を
中
心
に
社
内
の
雰
囲
気
を
伝
え
る

人材確保

工場はセル型。
一人ひとりの技術力が勝負

求人用のサイトでは、働く仲間の
様子を強調してミスマッチを防ぐ
http://recruit.ibk-e.net/

人手不足とIT活用

会 社 概 要

株式会社イシバシ
千葉県習志野市茜浜1－2－20
●設立： 1973年
●事業内容： 食品機械等の製

作・組立、ステンレ
ス材等の精密板金
及び製缶溶接加工

●URL：http://www.ibk-e.net/

IT 活用事例
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日
本
の
20
歳
人
口
は
40
歳
人
口

の
約
6
割
。
単
純
に
計
算
し

て
も
、
新
卒
者
の
人
数
は
20
年
前
の

6
割
に
減
っ
て
い
く
。

　
企
業
は
、「
人
が
採
用
で
き
な
い
」

と
い
う
経
営
課
題
に
直
面
す
る
の
だ
。

　
対
応
策
は
、「
採
用
競
争
の
中
で

い
か
に
自
社
に
来
て
も
ら
え
る
か
」

「
限
ら
れ
た
人
数
で
付
加
価
値
を
上

げ
、い
か
に
生
産
性
を
高
め
る
か
」と

な
る
。

　
こ
こ
で
徹
底
活
用
し
た
い
の
が

I
T
で
あ
る
。

　
自
動
運
転
の
研
究
が
進
ん
で
い
る

よ
う
に
、究
極
の
と
こ
ろ
は
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
る
無
人
化
も
あ
る
が
、
い
ま
す

ぐ
の
対
策
に
は
な
ら
な
い
。
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

作
っ
て
お
き
た
い

求
人
用
の
W
e
b
サ
イ
ト

　
ま
ず
は
、「
会
社
に
応
募
し
て
も
ら

う
た
め
」の
情
報
発
信
か
ら
始
め
よ

う
。
中
小
企
業
の
場
合
、「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
が
や
っ
と
」と
い
う
面

も
あ
る
が
、
今
は
、
新
卒
・
中
途
採

用
い
ず
れ
も
応
募
者
は
W
e
b
サ
イ

ト
で
会
社
の
様
子
を
確
認
す
る
。
事

業
用
の
サ
イ
ト
と
は
別
に「
ど
の
よ
う

な
人
が
働
い
て
い
る
の
か
」「
仕
事
内

容
は
ど
ん
な
感
じ
か
」が
伝
わ
る
求

人
用
の
サ
イ
ト
を
作
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

　
次
ペ
ー
ジ
に
事
例
紹
介
し
た
千
葉

県
・
イ
シ
バ
シ
で
は
、
サ
イ
ト
の
開

設
以
降
、
求
人
を
出
し
た
と
き
の
反

応
が
良
い
と
い
う
。

定
型
業
務
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

　
業
務
の
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
、

I
T
＆
ネ
ッ
ト
で
代
替
で
き
る
定
型

業
務
、
と
く
に
転
記
や
書
類
の
持
参

な
ど
は
置
き
換
え
た
い
。

　
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
O
B
C
の

例
で
は
、
従
業
員
が
タ
イ
ム
カ
ー
ド

を
押
せ
ば
給
与
計
算
ま
で
ほ
ぼ
終
わ

る
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
。
最
小
限

の
人
数
で
管
理
業
務
を
進
め
る
、
ま

た
管
理
業
務
と
営
業
サ
ポ
ー
ト
を
兼

任
す
る
な
ど
の
体
制
が
取
れ
る
。

　
そ
し
て
、
入
社
し
た
従
業
員
が

様
々
な
事
情
が
あ
っ
て
も
勤
務
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
外
出
時

の
業
務
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
、

場
所
を
問
わ
ず
仕
事
を
進
め
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
。

　
多
く
の
企
業
で
使
わ
れ
て
い
る

O
S
や
O
f
f
i
c
e
ソ
フ
ト
を
提

供
す
る
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、
多
様

な
ア
プ
リ
を
一
つ
に
ま
と
め
て
活
用

で
き
る
新
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。
直
行

直
帰
も
在
宅
勤
務
も
安
全
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

We
b
会
議
や
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
、
離
れ

た
場
所
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
も
は
や
常

識
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
従
業
員
は
こ
う
し
た
I
T
基
盤
が

あ
る
会
社
か
そ
う
で
な
い
か
、
よ
く

見
て
い
る
の
で
あ
る
。

FOCUS

人が集まりやすくする

生産性を上げる

柔軟な勤務体制

―求人用のWebサイト
―IT活用で仕事をしやすく、
　　ミスしにくい環境づくり

―定型業務をスピード化・自動化
―グループウェアやチャットなど情報共有の推進
―AIやIoTなどによるコア業務の革新

―外出先や自宅等でも業務ができる体制
―Web会議などコミュニケーションシステム

人手不足とIT活用例

人手不足とIT活用
人手不足が経営課題になっているなか、
IT はどの分野でどのように活用できるのか。
情報発信と社内の IT 活用の両面から整理する。

http://www.ibk-e.net/
http://recruit.ibk-e.net/
http://www.narts.jp/
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ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機

会
も
増
え
耳
に
馴
染
ん
で
き
た「
働
き

方
改
革
」。
大
企
業
の
動
き
が
報
道

さ
れ
た
り
も
す
る
が
、「
中
堅
・
中
小

企
業
に
限
れ
ば
、
着
手
率
は
2
割
程

度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
実
態
」

と
、
基
幹
業
務
パ
ッ
ケ
ー
ジ「
奉
行
シ

リ
ー
ズ
」を
提
供
す
る
オ
ー
ビ
ッ
ク
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
O
B
C
）

は
指
摘
す
る
。

　
こ
れ
は
、
同
社
が
毎
年
開
催
す
る

イ
ベ
ン
ト「
奉
行
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
実

施
し
た
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

に
基
づ
く
も
の
。「
働
き
方
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
」と
の
回
答
が
21
・

5
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、「
取
り
組
ん

で
い
な
い
」が
15
・
4
%
、「
情
報
収

集
段
階
」が
63
・
1
％
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
働
き
方
改
革
の
推
進
に
あ

た
っ
て
の
課
題
と
し
て
は「
コ
ス
ト
」

「
社
内
風
土
」「
推
進
の
人
員
不
足
」、

「
方
法
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
」と
い
っ

た
回
答
が
多
か
っ
た
。

　
働
き
方
改
革
は
、
限
ら
れ
た
人

数
・
少
な
い
残
業
時
間
で
成
果
を
上

げ
る
た
め
の
改
善
で
あ
り
、
で
き
る

業
務
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
。
O
B
C

は
、「
身
近
な
現
場
業
務
の
見
直
し
・

改
善
か
ら
始
め
よ
う
」と
提
案
す
る
。

　
ま
ず
点
検
し
た
い
の
は
、
手
書
き

し
て
い
る
業
務
処
理
、
計
算
や
配
布
、

持
参
な
ど
人
が
動
い
て
作
業
し
て
い

る
業
務
が
な
い
か
ど
う
か
だ
。

　
多
種
多
様
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

で“
紙
の
電
子
化
”と“
手
作
業
の
自

動
化
”は
身
近
に
な
っ
て
お
り
、「
知

ら
ず
に
効
率
の
悪
い
ま
ま
」仕
事
を

し
て
い
る
の
は
損
で
あ
る
。

間
接
部
門
の
固
定
業
務
に
焦
点

デ
ー
タ
連
携
で
さ
ら
に
効
率
化
も

　
O
B
C
で
は
、
総
務
や
人
事
、
経

理
な
ど
間
接
部
門
が
従
業
員
向
け
に

行
う
業
務
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
に
よ
っ
て
電

子
化
や
自
動
化
を
行
い
業
務
時
間
の

削
減
を
実
現
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
品
揃

え
に
注
力
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
収

集
・
保
管
、
勤
怠
管
理
、
給
与
明
細

電
子
化
、
年
末
調
整
申
告
、
労
務
管

理
等
々
、
サ
ー
ビ
ス
は
10
種
類
を
超

え
て
い
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
に
共
通
す
る
特
徴
と
し

て
は
、
担
当
部
門
側
の
作
業
だ
け
で

な
く
従
業
員
側
の
情
報
入
力
な
ど
も

含
め
た
一
連
の
業
務
フ
ロ
ー
を
自
動

化
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ク
ラ
ウ
ド
対
応
ゆ
え
に
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス

し
て
情
報
の
入
力
や
確
認
が
行
え
る

点
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
。

　
ま
た
、
各
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
は
、

単
独
で
の
導
入
・
利
用
が
可
能
だ
が
、

「
奉
行
シ
リ
ー
ズ
」ユ
ー
ザ
ー
で
あ
れ

ば
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
デ
ー

タ
を
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
に
直
接
連

携
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
な
る
効

率
化
・
省
力
化
を
実
現
で
き
る
。

業
務
時
間
の
大
幅
削
減
が
可
能

50
名
の
勤
怠
管
理
を
1
分
で

　
O
B
C
の
調
査
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
で
固
定
業
務
の
時

間
削
減
に
取
り
組
む
企
業
の
9
割
近

く
が「
効
果
を
感
じ
て
い
る
」と
い
う
。

　
社
会
保
険
・
労
働
保
険
の
手
続
き

業
務
に
自
動
処
理
を
組
み
込
む「
労

務
管
理
サ
ー
ビ
ス
」で
は
、
中
途
採

用
者
の
入
社
手
続
き
を
例
に
取
る

と
、
5
時
間
を
費
や
し
て
い
た
業
務

が
30
分
で
済
む
よ
う
に
な
る
。

　
紙
や
E
x
c
e
l
な
ど
を
用
い
る

勤
怠
管
理
を
全
面
的
に
自
動
化
す
る

「
勤
怠
管
理
サ
ー
ビ
ス
」は
、
50
名
規

模
の
企
業
で
4
時
間
か
か
っ
て
い
た

作
業
を
わ
ず
か
1
分
に
短
縮
。
ま
た
、

給
与
明
細
の
電
子
化
や
給
与
振
り
込

み
デ
ー
タ
の
自
動
生
成
を
行
う「
給

与
明
細
電
子
化
サ
ー
ビ
ス
」も
、
同

様
の
規
模
で
2
時
間
の
作
業
を
1
分

で
済
ま
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　「
年
末
調
整
申
告
サ
ー
ビ
ス
」は

O
B
C
自
身
も
導
入
し
て
お
り
、ユ
ー

ザ
ー（
社
員
）側
か
ら「（
申
告
書
作
成

が
）楽
に
な
っ
た
」と
の
感
想
が
出
て

い
る
。「
保
険
料
控
除
な
ど
の
前
年
の

入
力
履
歴
が
反
映
さ
れ
る
の
で
便
利
」

「
入
力
が
1
分
足
ら
ず
で
完
了
し
た
」

と
い
っ
た
声
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
と
思
っ
て
い

た“
紙
・
手
書
き
”を
脱
却
し
、O
B
C

の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
業
務

の
電
子
化
・
自
動
化
で「
働
き
方
改

革
」の
確
か
な
成
果
を
掴
み
た
い
。

え
っ
、
こ
の
業
務
、
ま
だ
手
作
業
し
て
ま
す
か
？

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る「
働
き
方
改
革
」

0 5 10 15 20

コストがかかる
社内風土が変えられない

人員が足りない
方法・ノウハウがない

経営層の理解・支援がない
IT・ツールがない
効果がわからない

検討する時間がない
その他

63.1%取り組んでいる

取り組んでいない  15.4%

20.0%
19.7%
19.3%

14.7%
7.5%
6.0%
5.9%
5.5%
1.3%

働き方改革の取り組み状況は？

働き方改革を進めるにあたっての課題は？
（複数回答）

21.5%

対象：奉行フォーラム2017来場者（経営者、経理・人事労務担当者など）
開催期間：2017年10月3日（火）～2017年11月21日（火）

調査地域：全国
有効回答数：5,013名

情報収集段階

効果がある

効果はない　12.2%

クラウドを活用した固定業務※の
時間削減は効果がありますか？

圧倒的な効率化へ
奉行クラウドサービスラインナップ

87.8%※申請認証・入力・集計
　などの成果が固定的な業務

サービス名 サービス内容

OBCマイナンバー

勤怠管理

給与明細電子化

年末調整申告書

ストレスチェック

人材情報化

人材育成

目標管理

身上異動届出

労務管理

打刻、勤怠届出申請・承認業務に対応

年末調整申告書の配付・回収を電子化

目標管理・人事考課業務対応

身上異動届出の申請・承認業務に対応

社会保険・労働保険手続き業務に対応

マイナンバーの収集から廃棄までの
一連の業務に対応

給与明細・源泉徴収票のメール配信・
Web照会に対応

ストレスチェックの実施から、組織
分析・結果報告までをサポート

人材の情報化・見える化によりマネ
ジメントを支援

人材育成・タレントマネジメントを
実現

株式会社オービック
ビジネスコンサルタント

お問い合せ先

検索OBC

URL http://www.obc.co.jp/k2/

●ご相談窓口
       0120-121-250

4大業務どうしてる？  チェックリスト

・勤怠管理をしていない
　　　　　or
・タイムカードを月末集計

勤怠管理

・月末に集計して金額を確定
・プリントして
   封筒に入れて手渡し

給与計算・明細

・書類を作成して担当機関に提出

入社・退職者の公的手続き

・用紙を配布し、各人に記入してもらう
・チェック・修正・確認して提出

年末調整

タイムカード

提出

もれが
ありますよ

カタカタ

　
　
が
つ
い
た
業
務
、

実
は
、
圧
倒
的
に
効
率
化
で
き
ま
す
！

明細

え、これ
普通じゃない
ですか？

奉行クラウドの自動化で 圧倒的効率化

申請

・スマホがあれば外出時も打刻
・残業もリアルタイムで自動計算

・勤怠データから明細を自動作成
・明細はメール配信

・手続きの自動化
・電子申請

勤怠管理

給与計算・明細

入社・退職者の公的手続き

年末調整

紙の明細

出勤

明細

昨年のデータを活用
してサッと完了！

書類
アップ書類カシャ

5時間かかった
入社手続きが
30分など

9割が効果を実感

時
短
は

“あ
た
り
前
“に
！

ITツール紹介FOCUS

クラウドで圧倒的効率化を

https://www.obc.co.jp/
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限
ら
れ
た
人
員
で
機
動
力
よ
く
強

み
を
活
か
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
る

─「
持
た
ず
に
使
う
」
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
は
、
中
小
規
模
企

業
に
と
っ
て
好
材
料
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
た

ゆ
え
に「
選
定
や
組
み
合
わ
せ
が
難
し

い
」「
I
T
担
当
者
を
置
け
な
い
状
況

で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
保
て
る
か
」と
の

悩
み
も
見
ら
れ
る
。

　
こ
こ
に
ズ
バ
リ
答
え
た
新
サ
ー
ビ

ス
が
登
場
し
た
。
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
の「
M
i
c
r
o
s
o
f
t 

3
6
5 

B
u
s
i
n
e
s
s
」で
あ
る
。

　
特
徴
は
次
の
3
点
だ
。

① 

I
T
基
盤
が
そ
ろ
う

②
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
カ
バ
ー

③ 

ク
ラ
ウ
ド
で
最
新
サ
ー
ビ
ス
を
い

つ
で
も
ど
こ
で
も

　
O
S
を
は
じ
め
、「
E
x
c
e
l
」や

「
P
o
w
e
r
P
o
i
n
t
」な
ど
の

O
f
f
i
c
e
ア
プ
リ
、
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
、
フ
ァ
イ
ル
保
管
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、そ
し
て

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を「
M
i
c
r
o

s
o
f
t 

3
6
5 

B
u
s
i

n
e
s
s
」一
つ
で
カ
バ
ー
す
る
。

　
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
や
支
払

手
続
き
の
手
間
が
不
要
で
、
管
理
の

し
や
す
さ
が
ア
ッ
プ
す
る
。

　
I
T
の
担
当
者
を
置
け
な
い
企
業

で
も
、
安
全
な
運
用
で
I
T
活
用
の

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
の
だ
。

チ
ー
ム
力
と
機
動
力
を
上
げ
る

最
新
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
当
サ
ー
ビ
ス
は
、
①
仕
事
に
役
立

つ
ク
ラ
ウ
ド
ア
プ
リ「
O
f
f
i
c
e 

3
6
5
」、
②
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、

③
最
新
O
S
（
W
i
n
d
o
w
s

10
）の
3
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
メ
ー

ル
よ
り
手
軽
に
、
テ
ー
マ
に
応
じ
て

情
報
を
出
し
合
い
共
有
で
き
る

チ
ャ
ッ
ト（「
M
i
c
r
o
s
o
f
t 

T
e
a
m
s
」）や
、
外
出
先
で
も
会

社
の
文
書
を
共
有
で
き
る
ス
ト
レ
ー

ジ（「
O
n
e
D
r
i
v
e
　
f
o
r 

B
u
s
i
n
e
s
s
」）、
在
宅
勤
務

で
も
顔
を
見
な
が
ら
会
議
が
で
き
る

W
e
b
会
議
サ
ー
ビ
ス「
S
k
y
p
e 

f
o
r 

B
u
s
i
n
e
s
s
」
な

ど
、
チ
ー
ム
力
や
機
動
力
の
向
上
に

貢
献
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、最
新
の「
P
o
w
e
r
P
o

i
n
t
」で
は
、
記
載
内
容
に
適
し

た
デ
ザ
イ
ン
を
A
I
が
薦
め
て
く
れ

る
便
利
な
機
能
を
備
え
る
が
、
本

サ
ー
ビ
ス
で
は
最
新
の
ア
プ
リ
に
自

動
的
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
る

の
で（
希
望
し
な
い
こ
と
も
可
）、
こ

う
し
た
機
能
を
い
ち
早
く
使
っ
て
生

産
性
を
高
め
ら
れ
る
。

ウ
イ
ル
ス
対
策
が
セ
ッ
ト

端
末
の
公
私
使
い
分
け
も

　
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
43
％
が
中
小
企

業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
昨
今
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
不
可
欠
だ
。

　
当
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
対

策
ソ
フ
ト
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
、

最
新
の
脅
威
に
対
抗
し
て
社
内
の

デ
ー
タ
を
保
護
す
る
。

　
さ
ら
に
、
外
出
先
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
紛
失
し
た
際
の
デ
ー
タ
消

去
や
、
1
台
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

公
私
で
使
い
分
け
る
制
御
な
ど
に
も

対
応
。
仕
事
で
使
用
し
た
フ
ァ
イ
ル

は
私
的
な
ス
ト
レ
ー
ジ
に
保
管
で
き

な
い
よ
う
設
定
が
可
能
だ
。

　
こ
れ
ら
を
わ
か
り
や
す
い
管
理
画

面
か
ら
一
元
管
理
で
き
る
。

　
O
S
は
、「
W
i
n
d
o
w
s 

7
」

や「
8
」な
ど
の「
P
r
o
」を
利
用
し

て
い
る
な
ら
、「
W
i
n
d
o
w
s 

10
」に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
で
き
る
。
最

新
シ
ス
テ
ム
へ
の
更
新
は
適
宜
行
わ

れ
る
の
で
、「
サ
ポ
ー
ト
終
了
」で
悩

ま
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。

　
1
ユ
ー
ザ
ー
当
た
り
月
額
利
用
料

金
は
税
別
2
1
8
0
円
。
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
料
金
や
管
理
工
数
を
考

え
る
と
、
価
格
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

　
柔
軟
で
効
率
的
な
働
き
方
の
実
行

と
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
そ
し
て

安
全
な
運
用
。
こ
れ
ら
を
同
時
に
実

行
で
き
る「
M
i
c
r
o
s
o
f
t 

3
6
5 

B
u
s
i
n
e
s
s
」は
中

小
企
業
の
I
T
基
盤
の
切
り
札
と
言

え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
こ
れ
一
つ
で
O
K
！
」
　待
望
の
サ
ー
ビ
ス
が
つ
い
に
登
場
！

O
f
f
ice
ソ
フ
ト
、グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ま
で

日本マイクロソフト

お問い合せ先

検索

0120-166-400

https://www.microsoft.com/
ja-jp/microsoft-365/business

microsoft 365 business

営業時間：9:00-17:30
営業日:月曜日～金曜日（弊社指定休業日を除く）

 「Microsoft 365 Business」

１つの契約でOSと幅広い
アプリケーションをカバー

モバイル端末を含めた
セキュリティ対策がセット

クラウドだから最新
サービスをいつでもどこでも

1

2

3

管理者がいなくても
セキュリティ対策

「サポート終了」
で困らない

個別に
買わなくてよい

オ
ス
ス
メ
ポ
イ
ン
ト

中小企業が求めていたサービス

ついに登
場！

1 2 3

Microsoft 365 Businessの構成

仕事に役立つ
クラウドアプリ

セキュリティ
対策

使いやすい
最新のOS

Office 365 AAD + Intune Windows 10

最新版Office

働き場所を問わずチーム力を
高めるアプリケーション

・ メール
・ スケジュール
・ ファイル保管
・ ビジネスチャット
     など   

パソコンやモバイル端末の
セキュリティを一元管理

スマホ・タブレットを企業の
ポリシーに合わせて利用管理
・仕事と個人とで利用するアプリを
   分離
・仕事のデータを個人の環境へ
   持ち出せない
など

Windows 7 
および 8.1 Pro の 
「Windows 10 Pro」への
アップグレード

Windows AutoPilot による
Office の自動インストール

リアルタイム監視による
迅速なウイルス対策

IT プロフェッショナル向け
Microsoft 365 Business
管理者コンソール

個
人

仕
事

×

チーム力アップ＆
高い生産性

管理者がいなくても、
運用管理OK！

ITツール紹介
統合的 IT基盤サービス

株式会社ケルクシステム
東京支社

　「Microsoft 365 Business」を導入す
ると 「Windows 10」 へ アップグレード
が可能で、さらにセキュリティ対策機能
も活用できます。価格メリットも大きく
享受できました。 
　ITリソースが十分でない中小企業で
も、統合された画面で容易に管理でき
るようになっていると感じました。（談）

導入者の声

見やすく使いやすい
管理画面

FOCUS

https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/business


ネット社会との「お付き合い」術

　地銀のオンライン開発プロジェクト終了後、市町村・団体職員等の
研修に携わり、アプリケーションやグループウェアの使い方、データ交換、
ネットワーク管理などの研修講師を務める。
　2003年からの国や地方公共団体等の電子化に伴い、国が定める
特定認証局の電子認証セミナー講師、その傍ら、利用マニュアル等の
作成や小規模経営者の「IT活用の困ったな」対応、一般ユーザー向け
のPCスクール経営を行っている。

有限会社ビジネス・サポートエム
（法人番号 700002013072）

代表取締役　御田村 瑞恵
www.e-bsm.jp

連　載

連載10年　今考える
「デジタル・ガバメント」No.35

2008年冬号から始まった御田村瑞恵氏の連載も10年。
この間、ネット関連技術は進歩し、環境もぐんぐんと変化した。
連載10年を記念して、「今、伝えたいこと」を執筆していただいた。（編集部）
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第
1
回（
2
0
0
8
年
冬
号
）に
取
り

上
げ
た
電
子
申
告
の
利
用
件
数
は
現
在

も
増
加
し
て
お
り
、
利
用
率
は
法
人
税

79.
3
%
、所
得
税
53.
5
%（
2
0
1
7

年
度
）に
な
り
ま
し
た（
図
）。

　
電
子
証
明
書
等
特
別
控
除
の
制
度

が
あ
り
ま
し
た
の
で
電
子
申
告
を
始
め

た
、
と
い
う
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
2
0
1
4
年
度
に
廃
止
さ
れ
て

も
、
利
用
は
伸
び
て
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
か
ら
は
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ

ス
に
対※

１

応
し
、
こ
こ
2
年
で
書
面
提
出

書
類
を
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
で
提
出
が
可

能
に
な※

２

り
、
開
発
者
向
け
の
変
換
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
、
今
月
か
ら
は
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
認
証
連
携
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　
国
の
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

つ
い
て
は
、「
e-

J
a
p
a
n
戦
略
」

（
2
0
0
1
年
）以
降
、
国
が
提
供
す
る

実
質
的
に
全
て
の
行
政
手
続
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
可
能
と
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
し
た
。
い
つ
で
も
ど
こ
に

い
て
も
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
の
は
、
こ
う

し
た
施
策
の
恩
恵
と
も
い
え
ま
す
が
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
費
用
対
効
果
、
利

用
者
へ
の
具
体
的
な
価
値
の
提
供
に
は

道
半
ば
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
民
間
事
業
者
は
、
ど
の
よ
う
に
電
子

化
す
れ
ば
法
的
要
件
を
満
た
す
の
か
不

安
な
の
で
、
手
つ
か
ず
に
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
建
築

士
事
務
所
の
業
務
に
関
す
る
設
計
図
書

は
、
2
0
0
5
年
の
e-

文
書
法
で
、

電
子
化
が
容
認
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
こ
の
間
ほ
と
ん
ど
進
み
ま
せ
ん

で
し
た
。
電
子
署
名
付
与
や
15
年
保
存

に
関
す
る
方
法
等
の
実
務
が
明
確
に
示

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
よ
う
や
く
、
公
益
社
団
法
人

日
本
文
書
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会

（
J
I
I
M
A
）が
、
建
築
関
連
5
団

体
の
委
員
と
協
議
を
重
ね
、
国
土
交
通

省
の
編
集
協
力
を
得
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
し
、
2
0
1
7
年
12
月
18
日
に

公
表
し
ま
し
た
。

●
デ
ジ
タ
ル
化
へ
障
壁
を
取
り
去
る

　
1
月
16
日
に
公
表
さ
れ
た「
デ
ジ
タ

ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
」で
は
、

利
用
者
中
心
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
改
革
が

挙
げ
ら
れ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
徹
底
的

に
活
用
す
る
こ
と
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

障
壁
と
な
っ
て
い
る
制
度
や
慣
習
と

い
っ
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
が
認
め
ら

れ
て
い
て
も
、
押
印
を
求
め
る
社
会
慣

習
や
そ
の
手
続
に
現
物
の
提
出
や
証
明

書
、
許
可
証
な
ど
の
書
面
を
提
示
す
る

な
ど
の
阻
害
要
因
に
つ
い
て
の
対
応
を

検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
株
主
総
会
プ
ロ
セ
ス
の
電
子
化
や
不

動
産
取
引
に
お
け
る
重
要
事
項
説
明
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
国
家
資
格
の
取
得
更

新
時
に
お
け
る
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
活
用

等
、
法
改
正
や
制
度
が
追
い
付
い
て
い

な
い
状
況
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
前

進
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、こ
の
実
行
計
画
の
中
に
は「
サ
ー

ビ
ス
設
計
12
箇
条
」が
示
さ
れ
、
民
間

事
業
者
に
も
参
考
に
な
り
ま
す
の
で
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※ 1 　 お知らせの閲覧、利用者情報の登録・確認・変更（法人は確認のみ）、納税、メッセージボックスの確認、還付金処理状況の確認。
※ 2 　 2017 年～：法人税法等による添付書類（出資関係図など）、2018 年 1 月～：所得税法等による添付書類（住宅借入金等の残高証明書など）
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I
T
人
材
は
、「
I
T
を
利
活
用

で
き
る
人
材
」と「
I
T
を
開

発
で
き
る
人
材
」の
二
つ
の
意
味
を
含

む
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
I
T
を
利
活
用
で
き
る
人
材
」と

は
、
I
T
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
目
的
に

合
わ
せ
て
使
い
こ
な
せ
る
人
材
の
こ
と

で
す
。
例
え
ば
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
文

章
作
成
ソ
フ
ト
や
会
計
ソ
フ
ト
な
ど
を

使
い
こ
な
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
す
る
、
あ

る
程
度
I
T
習
熟
度
の
高
い
ス
キ
ル
を

持
っ
た
人
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　「
I
T
を
開
発
で
き
る
人
材
」と
は
、

I
T
分
野
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
開
発

で
き
る
人
材
の
こ
と
で
す
。
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
製
品
開
発

も
そ
う
で
す
し
、
ソ
フ
ト（
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）の
開
発
や
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
現
代
社

会
は
I
T
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
お
り
、「
I
T
を
開
発
で
き
る
人

材
」を
必
要
と
す
る
職
種
や
企
業
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
こ
の
先
、
I
T
は
加
速
度
的

に
発
展
し
て
行
く
た
め
、
さ
ら
に
多
く

の「
I
T
人
材
」が
求
め
ら
れ
、
人
材
不

足
は
深
刻
で
す
。
こ
れ
は
世
界
的
な
潮

流
で
不
可
逆
的
な
も
の
と
い
え
ま
す
。

企
業
に
お
け
る
必
要
性

　
私
が
子
供
の
頃
は
、
パ
ソ
コ
ン
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
全
く
普
及
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
現
在
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
も
加
わ
っ
て
社
会
イ
ン
フ
ラ

に
な
り
、「
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
」の

子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
い
ま
す
。
世

界
中
の
企
業
や
人
々
を
つ
な
げ
、
企
業

経
営
や
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
く
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

　
I
T
の
利
活
用
は
企
業
の「
生
存
戦

略
上
」必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

直
接
顧
客
へ
の
商
品
提
供
す
る
農
家

や
、
I
o
T
技
術
を
用
い
て
日
本
品
質

の
製
品
を
東
南
ア
ジ
ア
工
場
で
製
造
す

る
企
業
な
ど
事
例
も
多
様
で
す
。

　
会
計
処
理
を
行
う
た
め
に
経
理
知
識

の
あ
る
人
材
、
販
売
推
進
す
る
た
め
に

営
業
人
材
が
必
要
な
よ
う
に
、
様
々
な

業
種
で
新
し
い
企
業
価
値
と
利
益
を
生

み
出
す
た
め
に
、
す
べ
て
の
企
業
に

「
I
T
人
材
」が
必
要
な
の
で
す
。

中
小
企
業
の
戦
略

　
少
な
く
と
も「
I
T
を
利
活
用
で
き

る
人
材
」は
置
き
た
い
で
す
が
、
I
T

人
材
不
足
が
始
ま
っ
て
い
る
今
、
中
小

企
業
が
取
れ
る
手
段
は
二
つ
で
す
。

　
一
つ
目
は
、
社
内
の
若
手
を
I
T
人

材
と
し
て
認
識
し
、
積
極
的
に
育
成
す

る
こ
と
で
す
。
公
的
機
関
で
無
料
で
相

談
に
乗
っ
て
く
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
社
外
の
I
T
人
材
を
活

用
し
、I
T
人
材
の
雇
用
環
境
を
準
備

す
る
こ
と
で
す
。
こ
ち
ら
も
国
や
自
治

体
の
事
業
と
し
て
、I
T
人
材
育
成
事

業
が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
社
外
人

材
な
ら
連
携
も
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。

　
私
の
住
む
東
北
は
、
小
規
模
企
業
数

が
多
い
地
域
で
す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
経
済
、
物

理
両
面
の
打
撃
、
都
心
部
の
下
請
け
産

業
構
造
等
の
要
因
も
あ
り
、
他
地
域
に

比
べ
I
T
人
材
の
活
用
に
出
遅
れ
感
が

あ
り
ま
す
。

　
東
北
に
本
社
機
能
を
持
ち
、
地
方
の

企
業
を
ご
支
援
す
る
会
社
の
一
員
と
し

て
、
I
T
人
材
の
育
成
は
急
務
で
あ
り

育
成
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

解説：五十嵐 淳氏
株式会社 コー・ワークス

 CO-Project事業部
（ITコーディネータ）

IT人材

用語解説

【 】

（RPAテクノジーズ株式会社ホームページを参照して作成）
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地
元
に
密
着
し
て
商
売
を
営
む
商

店
や
不
動
産
業
者
な
ど
に
と
っ
て
、

チ
ラ
シ
は
販
促
・
集
客
の
た
め
の
重

要
な
ツ
ー
ル
と
い
え
る
。
地
域
・
状

況
に
応
じ
た
内
容
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

盛
り
込
む
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
。

　
そ
れ
に
は
最
低
ロ
ッ
ト
や
納
期
に

縛
ら
れ
る
外
注
印
刷
よ
り
社
内
で
印

刷
す
る“
内
製
”
が
有
効
だ
が
、

「
5
0
0
枚
、
1
0
0
0
枚
と
な
る

と
カ
ラ
ー
で
は
コ
ス
ト
が
高
い
し
、

モ
ノ
ク
ロ
で
は
イ
ン
パ
ク
ト
を
出
す

の
が
難
し
い
…
」の
も
事
実
。

　
そ
こ
で
効
果
的
な
の
が“
2
色
印

刷
”で
あ
る
。
2
色
印
刷
は
、
伝
え
た

い
ポ
イ
ン
ト
が
目
立
つ
し
、
2
色
の

か
け
合
わ
せ
で
写
真
な
ど
画
像
の
再

現
も
可
能
だ
。
印
刷
コ
ス
ト
を
抑
え

つ
つ
伝
わ
る
印
刷
物
が
で
き
る
。

　
多
枚
数
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
・
低
コ

ス
ト
で
印
刷
す
る
理
想
科
学
工
業
の

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機「
リ
ソ
グ
ラ
フ

M
F
9
3
5
W
」
な
ら
、
例
の
よ
う

に
、
黒
と
赤
、
青
と
赤
な
ど
2
色
の

イ
ン
ク
を
用
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
強
調

し
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
チ
ラ
シ
が
作

成
で
き
る
の
だ
。

　
不
動
産
業
で
は
、
掘
り
出
し
物
の

中
古
物
件
案
内
を
す
ぐ
に
作
成
し
て

対
象
エ
リ
ア
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
た

り
、
ス
ー
パ
ー
・
小
売
店
な
ら
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
新
聞
折
込
チ
ラ

シ
や
来
店
客
向
け
の
チ
ラ
シ
が
作
成

で
き
る
。
地
域
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご
と

に
内
容
を
変
え
訴
求
力
を
高
め
た

り
、
競
合
店
の
動
き
に
応
じ
て
緊
急

セ
ー
ル
用
の
チ
ラ
シ
を
刷
る
な
ど
、

内
製
だ
か
ら
こ
そ
の
き
め
細
か
い
販

促
プ
ラ
ン
を
立
て
ら
れ
る
。

 

刷
れ
ば
刷
る
ほ
ど
安
く
な
る
！

紙
原
稿
の
分
版
機
能
が
充
実

　「
リ
ソ
グ
ラ
フ
」は
、
原
稿
デ
ー
タ

か
ら
印
刷
の
元
と
な
る
版（
マ
ス

タ
ー
）を
作
り
、
内
部
の
印
刷
ド
ラ
ム

に
版
を
巻
き
つ
け
、
紙
を
通
し
て
印

刷
を
行
う
孔
版
印
刷
方
式
の
マ
シ
ン

だ
。
ド
ラ
ム
を
高
速
回
転
さ
せ
る
の

で
、
印
刷
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
う
え
、

印
刷
枚
数
が
増
え
る
ほ
ど
印
刷
単
価

も
安
く
な
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　「
リ
ソ
グ
ラ
フ
M
F
9
3
5
W
」は

印
刷
ド
ラ
ム
を
2
本
搭
載
。
1
回
の

通
紙
で
A
3
サ
イ
ズ
ま
で
の
片
面
2

色
印
刷（
1
色
印
刷
も
可
）お
よ
び
片

面
1
色
ず
つ
で
の
両
面
同
時
プ
リ
ン

ト
が
で
き
る
。
印
刷
ス
ピ
ー
ド
も
片
面

2
色
印
刷
は
毎
分
1
5
0
枚
、
両
面

印
刷
は
毎
分
1
0
0
枚＊
１

と
高
速
だ
。

　
例
え
ば
片
面
の
2
色
チ
ラ
シ
を
作

成
す
る
場
合
、
1
0
0
0
枚
印
刷
し

て
も
出
力
時
間
は
7
分
足
ら
ず
。
し

か
も
A
4
・
1
0
0
0
枚
な
ら
1
枚

あ
た
り
の
印
刷
単
価
は
約
0
・
23
円＊
２

ま
で
下
が
る
の
で
、
コ
ス
ト
を
抑
え

ら
れ
る
。

　「
2
色
印
刷
用
に
原
稿
を
作
成
す

る
の
は
難
し
い
の
で
は
」と
の
懸
念
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
と
っ

て
も
簡
単
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し

た
デ
ー
タ
も
紙
原
稿
も
い
ず
れ
も

O
K
で
あ
る
。
カ
ラ
ー
の
紙
原
稿
も

高
精
細
に
読
み
込
む
こ
と
が
で
き
、

分
版
機
能
を
選
ぶ
だ
け
で
自
動
で
2

版
に
色
分
け
さ
れ
る
。
仕
上
が
り
イ

メ
ー
ジ
は
、
大
型
カ
ラ
ー
液
晶
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
で
確
認
で
き
る
。

　
紙
原
稿
の
場
合
は
色
分
け
し
た
い

部
分
を
赤
ペ
ン
で
囲
ん
で
分
版
す
る

機
能
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
手
書
き

の
文
字
や
イ
ラ
ス
ト
を
き
れ
い
に
再

現
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
親
し

み
や
す
く
イ
ン
パ
ク
ト
を
高
め
る
工

夫
も
施
し
や
す
い
と
い
え
る
。

多
彩
な
色
を
ラ
イ
ス
イ
ン
ク
で

厚
紙
・
ザ
ラ
紙
に
も
対
応

　「
リ
ソ
グ
ラ
フ
M
F
9
3
5
W
」で

使
う
イ
ン
ク
は
、
廃
棄
さ
れ
る
米
ぬ

か
を
原
料
に
し
た
ラ
イ
ス
イ
ン
ク
を

採
用
。
環
境
に
や
さ
し
く
、
品
質
劣

化
の
少
な
さ
が
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
る
。
色
数
は
、
基
本
17
色
に
加
え

て
50
色
の
カ
ス
タ
ム
カ
ラ
ー
も
揃
え

て
い
る
。
蛍
光
色
や
ゴ
ー
ル
ド
な
ど

通
常
の
プ
リ
ン
タ
ー
で
は
再
現
で
き

な
い
色
や
オ
ー
ダ
ー
カ
ラ
ー
に
も
対

応
可
能
な
の
で
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ

ラ
ー
な
ど
を
使
っ
た
封
筒
も
作
成
で

き
る＊
３

。

　
ま
た
、
印
刷
時
に
ヒ
ー
タ
ー
に
よ

る
熱
定
着
を
必
要
と
せ
ず
用
紙
が
反

ら
な
い
の
で
、
厚
紙
や
ザ
ラ
紙
、
封

筒
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
紙
へ
の
プ
リ

ン
ト
が
可
能
で
あ
り
、
チ
ラ
シ
に
と

ど
ま
ら
ず
幅
広
い
用
途
が
見
込
め
る
。

　
大
量
印
刷
を
社
内
で
臨
機
応
変
に

行
え
る
仕
組
み
を
整
え
て
お
け
ば
、

印
刷
物
の
ス
ト
ッ
ク
も
最
小
限
に
と

ど
め
る
こ
と
が
で
き
、
無
駄
な
在
庫

や
そ
の
処
分
に
か
か
る
経
費
も
削
減

で
き
る
。
販
促
・
集
客
目
的
か
ら
オ

フ
ィ
ス
内
の
環
境
改
善
ま
で
、「
リ
ソ

グ
ラ
フ
M
F
9
3
5
W
」が
貢
献
す

る
場
面
は
多
い
。

イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
チ
ラ
シ
を
速
く
低
コ
ス
ト
で
作
る
に
は
？

「
２
色
印
刷
で
内
製
」と
い
う
方
法
が
あ
っ
た
！

パソコンで作った
デジタル原稿

紙原稿O
K！

カラーの紙原稿 5種類の色分版方法から
自動分版

自動で2色印刷

モノクロの紙原稿 色分けしたい部分を
指定して印刷

カラー写真やイラストは
自動的に2色掛け合わせの

擬似カラーに

例）「寒色暖色分版」の場合

色
分
け
を
し
た
い

エ
リ
ア
を
囲
む

例）「エリア指定分版」

＊リソグラフシリーズにはシングルドラム機もある

本日から
セール！

特価品
○○○○
○○○
○○○○

本日から
セール！

特価品
○○○○
○○○
○○○○

実はカンタン！2色印刷
「リソグラフMF935W」

１

2

3

プリント枚数が多いほど低コスト

単
価

MF935W
2色プリント単価

50枚

0.23円＊2
単価

0.14円
単価

0.34円
単価1.28円

単価
2.45円
単価

100枚 500枚 1,000枚 4,000枚

＊2

理想科学工業株式会社

お問い合せ先

URL www.riso.co.jp

東京都港区芝5-34-7 田町センタービル
●お客様相談室

       0120 -534-881

片面2色が

1分間に150枚
＊1！

写真も再現！！

2色印刷は
　　   や   　　　　など
強調ポイントがわかりやすい

電話番号金額

2色印刷が社内で！「リソグラフMF935W」

ITツール紹介ITツール紹介

販促・チラシプリント

2色チラシの例

※�写真はオプション
装着時

＊
1
：�

片
面
プ
リ
ン
ト
時
、
ド
ラ
ム
内
部
の
温
度

が
15
℃
以
上
の
場
合
。

＊
2
：�

A
4
片
面
・
画
像
面
積
10
％
、
同
一
原
稿

プ
リ
ン
ト
時
、
R
I
S
O
マ
ス
タ
ー
F
タ

イ
プ
H
G
・
R
I
S
O
イ
ン
ク
F
タ
イ
プ

H
G
使
用
の
場
合
。
排
版
イ
ン
ク
代
含
む
。

用
紙
代
別
。

＊
3
：�

オ
ー
ダ
ー
カ
ラ
ー
は
、
ラ
イ
ス
イ
ン
ク
や

植
物
油
イ
ン
ク
に
対
応
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

www.riso.co.jp
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シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
際
、「
画
面

が
見
に
く
い
な
」「
こ
れ
は
操
作
が
し
や

す
い
」な
ど
、
利
用
す
る
画
面
に
よ
っ

て
使
い
や
す
さ
に
差
が
出
る
と
感
じ
た

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
F
i
l
e
M
a
k
e
r
に
お
い
て

は
、
画
面
や
帳
票
の
項
目
等
の
配
置
を

「
レ
イ
ア
ウ
ト
」と
い
い
ま
す
。
利
用
者

と
の
接
点
＝
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
に
関
す
る
部
分
で
す
の
で
、
使
い
勝

手
の
良
し
悪
し
で
ま
ず
気
に
す
る
と
こ

ろ
で
も
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ご
と
の
好
み
が

出
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
F
i
l
e
M
a
k
e
r
で

の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
、
考
え
方
や

特
徴
を
述
べ
ま
す
。

F
i
l
e
M
a
k
e
r
に
お
け
る

レ
イ
ア
ウ
ト

　「
F
i
l
e
M
a
k
e
r
で
は
レ
イ

ア
ウ
ト
の
作
成
が
簡
単
で
早
く
で
き

る
」と
い
う
意
見
を
多
く
聞
き
ま
す
。

こ
の
感
想
に
は
、「
変
更
し
や
す
い
」

「
ユ
ー
ザ
が
触
り
や
す
い
」と
い
う
面
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
を
作
る
時
に
は
、
あ
る
程

度
の
画
面
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
て
い
た
ほ

う
が
そ
の
後
の
作
業
を
進
め
や
す
く
な

り
ま
す
。

　
F
i
l
e
M
a
k
e
r
の
レ
イ
ア

ウ
ト
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
に

画
面
を
見
な
が
ら
配
置
が
で
き
ま
す
の

で
、
ユ
ー
ザ
の
方
が
自
分
の
イ
メ
ー
ジ

を
実
現
し
や
す
い
と
い
え
ま
す
。

（
1
）�項
目
配
置
は

������

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ピ
ッ
カ
ー
」で

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は「
テ
ー
ブ
ル
」が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に「
項
目
」が
あ
り
ま

す
。
こ
の
項
目
を
レ
イ
ア
ウ
ト
上
に
配

置
し
て
い
き
ま
す
。
使
用
す
る
機
能

は
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
ピ
ッ
カ
ー
」で
す
。

開
く
と
作
成
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

テ
ー
ブ
ル
の
項
目
が
並
ん
で
い
ま
す
の

で
、
レ
イ
ア
ウ
ト
上
に
配
置
し
た
い
項

目
を
マ
ウ
ス
で
ド
ラ
ッ
グ
し
て
持
っ
て

き
ま
す
。
複
数
項
目
を
同
時
に
持
っ
て

く
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
項
目
を
縦
に
並
べ
る
か
横
に
並
べ
る

か
、
項
目
名
を
ど
こ
に
表
示
す
る
の
か

し
な
い
の
か
、な
ど
も
選
べ
ま
す
。
持
っ

て
き
た
後
に
枠
を
大
き
く
し
た
り
、
別

の
位
置
に
移
動
さ
せ
た
り
し
て
、
直
感

的
に
好
み
の
配
置
が
作
れ
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
マ
ウ
ス
の
操
作
の
み
で

視
覚
的
に
レ
イ
ア
ウ
ト
上
に
項
目
を
選

べ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
配
置
を
動
か
し
た

り
枠
の
大
き
さ
を
変
え
た
り
で
き
ま
す
。

　
図
の
左
側
に
あ
る
よ
う
に
、
レ
イ
ア

ウ
ト
全
体
は
い
く
つ
か
の
パ
ー
ト
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
項
目
を
た
く
さ
ん
並

べ
て
い
く
の
は
ボ
デ
ィ
を
使
い
ま
す
。

ヘ
ッ
ダ
ー
や
フ
ッ
タ
ー
も
ボ
タ
ン
を
配

置
し
た
り
画
面
全
体
の
説
明
を
付
け
た

り
す
る
よ
う
な
目
的
で
よ
く
使
い
ま
す
。

（
2
）�見
栄
え
を
整
え
る

������

「
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
」機
能

　
ま
た
、
各
フ
ィ
ー
ル
ド
の
属
性
、
背

景
の
色
や
枠
線
の
太
さ
、
文
字
の
フ
ォ

ン
ト
や
サ
イ
ズ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
で

ど
の
位
置
に
表
示
す
る
か
な
ど
は
、「
イ

ン
ス
ペ
ク
タ
ー
」機
能
を
使
い
、
画
面

を
見
な
が
ら
そ
の
場
で
変
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
操
作
性
が
、ユ
ー
ザ
に
と
っ

て
も
使
い
や
す
く
、
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
の
作
成
時
間
を
短
縮
で
き
る

と
い
う
特
徴
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

（著者紹介）
株式会社ITC総合研究所  代表取締役  谷巌氏（上）
取締役・庶民派ITコーディネータ  用松節子氏（下）

ITC総合研究所はITコーディネータが集まって作っ
た会社です。ITコーディネータはITと経営の両方
の視点から中小企業のIT活用を最適化させること
を使命としています。ITC総合研究所は、泥臭い部
分も含めて実現するまで責任を持つスタイルです。

成長を目指す
中小企業経営者のための
FileMaker 活用術

＊�

O
N
L
I
N
E
版
で
は
本
誌
に
載
せ
き
れ
な
か
っ
た

詳
し
い
解
説
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

〜「レイアウト」の考え方〜
　前回は、データベースの親子関係である「リレーション」につい
て、リレーションのパターンや関係性、FileMakerでの設定方法
などを紹介しました。
　今回は、大事なユーザインターフェースである「レイアウト」に
ついて解説します。

●図1　「レイアウト」の画面例

パート
フィールド
ピッカー
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特
定
非
営
利
活
動
法
人
I
T
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
協
会
で
は
、各
地
域
の
届

出
組
織
と
の
共
催
に
て
、地
域
の
経

営
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー「
I
T
経
営

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」を
開
催
し
て
い
る
。

　現在
決
定
し
て
い
る
地
域
は
次
の

通
り
。

●
長
野

　
2
月
23
日

・「
I
o
T
と
ウ
ェ
ル
ネ
ス
で
長
野
を

元
気
に
！
」

主
催
：
N
P
O
法
人
長
野
県
I
T

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
協
議
会 

●
富
山

　
3
月
2
日

・「
人
を
活
か
す
I
T
活
用
」

主
催
：
N
P
O
法
人
I
T
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
富
山

　

　
I
P
A（
独
立
行
政
法
人
情
報
処

理
推
進
機
構
）は
、「
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
10
大
脅
威
2
0
1
8
」を
発
表

し
た
。　

「
組
織
」の
区
分
で
は
、ビ
ジ
ネ
ス

メ
ー
ル
詐
欺
や「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
人
材

の
不
足
」が
新
し
く
ラ
ン
ク
イ
ン
。

　
人
材
不
足
に
よ
り
セ
キ
ュリ
テ
ィ
対

策
が
行
き
届
か
な
い
原
因
に
な
り
、

ま
た
育
成
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が

理
由
と
推
測
さ
れ
る
。

　また
、個
人
部
門
で
は
、「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
情
報
の
不
正
利
用
」が
昨
年
に

続
き
1
位
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、3
月
下
旬
に
詳
し
い
解
説

が
W
e
b
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
る
。

経
営
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

「
I
T
経
営
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」 

I
P
A
よ
り
発
表

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大
脅
威
」

セミナーセミナー

世中　渉（よのなか・わたる）

「三十年一昔」
 

　年明け2ヵ月で来年のことを言うと
鬼以外にも笑われそうだが、来年
2019年に天皇陛下が退位され、今
の皇太子さまが即位されるのは周知
の通り。

　そう、平成が終わりを告げるので
ある。

　今からさかのぼること30年、平成
元年当時の日本は「バブル」と呼ば
れる空前の好景気であった。
　当時は「フルネームを漢字で書け
れば入社試験に合格できる」などと、
にわかには信じ難い都市伝説のよう
な話もあったが、字がきれいなだけで
解答はほとんど書けなかった私でも合
格できたことを考えれば、あながち都
市伝説でもなさそうである。

　ちなみに、ベルリンの壁が崩壊し
東西ドイツが統合されたのもこの年。
「マルタ会談」により東西の冷戦が
終結したのもこの年であった。

　余談であるが、元祖「ランサム

お問い合わせ先　IPA　https://www.ipa.go.jp/security/

COMPASSの
Webサイトをご活用ください！
「COMPASS ONLINE」では、本誌情報はもち
ろん、電子ブック版やWebオリジナル記事、
最新の情報をお届けします。

パスワードの登録にて、読者メール会員の
方のみが見られるオリジナルコンテンツもス
タートしています。

ウェア」が出現したものこの年だった
とのこと。
　当時の感染ルートは「FD」だそう
だ。
っと、「FD」の文字を見てすぐ何の
略か分かった読者は、私と同様バブ
ルを謳歌した世代であることは容易に
想像がつく。

　斯く言う私も今年で入社30年…。
　字を書く機会も減り唯一の取り柄
も失われつつある今日このごろ、新
元号下での次の10年に思いを馳
せ、寒さが一層身に染みる年明けと
なった。

　なお「30年を記念し本コラムが書
籍化される」という話は、私の耳に
は届いていない。

著者プロフィール：メーカーに入社29年目の元営業職。
出世はおまけと割り切りつつも、上司と部下に挟まれて迷い多き日々 を送っている中年風中間管理職。

セキュリティセキュリティ

標的型攻撃による情報流出
ランサムウェアによる被害
ビジネスメール詐欺【初めてランクイン】
脆弱性対策情報の公開に伴い公知となる脆弱性の悪用増加
セキュリティ人材の不足【初めてのランクイン】
ウェブサービスからの個人情報の窃取
IoT機器の脆弱性の顕在化
内部不正による情報漏えい
サービス妨害攻撃によるサービスの停止
犯罪のビジネス化（アンダーグラウンドサービス）

1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大
脅
威 

2
0
1
8
」

〈
組
織
部
門
〉

COMPASSサイトのトップページボタンからどうぞ

https://www.compass-it.jp/questionnaires/

読者アンケート・資料請求
Webサイトで受け付け中
ご自身で直接資料請求された場合も図書カードの対象に
なります。

2018年3月15日まで

図書カード500円進呈

https://www.compass-it.jp/

https://www.ipa.go.jp/security/
https://www.compass-it.jp/questionnaires/
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●読者登録のお申し込みは、下記Webサイトで受け付けております。
　送付先変更、送付中止はEメール（compass@ric.co.jp）までどうぞ

「COMPASS」は中堅・中小企業向けに使いやすい製品・
サービスを提供している企業のご協力により発行してお
ります。

https://www.compass-it.jp/
資料請求・読者アンケートへの回答もこちらからどうぞ!

COMPASSのFacebookページで情報発信中。
「いいね！」をどうぞ！

https://www.facebook.com/compassnetwork/

冊子「COMPASS」と「COMPASS ONLINE」について
COMPASSの読者会員の種別には、

の2種類があります。冊子読者の皆様は自動的にメール会員になります。

メール会員
（ONLINE版の情報をメールでお知らせ） 冊子読者会員

メールの登録がまだの方 至急ご登録をお願いします
（今後、本をお送りできなくなります）

パスワードの設定により会員の方のみに
公開する記事やコンテンツをご利用できますパスワード登録がまだの方

今すぐ、ご登録を！

2017年春以前にメール会員・冊子会員になられた方へ

　
〇
〇
依
存
と
云
わ
れ
る
も
の
は
だ
い
た
い「
無
意
識
・
無
自

覚
・
否
定
的
」な
う
ち
に
進
ん
で
い
く
も
の
で
す
。
電
車
の
中

で
ス
マ
ホ
を“
ガ
ン
見
”し
て
い
る
人
を
冷
め
た
目
で
見
て
い

る
私
は
、
思
い
つ
い
た
よ
う
に
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ス
マ
ホ
を
取
り

出
し
て“
チ
ラ
見
”を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
作
業

に
疲
れ
る
と
席
を
外
し
て
気
分
転
換
に
ス
マ
ホ
を
い
じ
っ
て

い
ま
す
し
、
テ
レ
ビ
で
気
に
な
っ
た
話
題
を
す
ぐ
に
ス
マ
ホ
で

検
索
し
て
し
ま
い
ま
す
。
気
が
つ
け
ば
四
六
時
中
ス
マ
ホ
を
手

に
し
、
何
か
に
つ
け
ス
マ
ホ
を
頼
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
目
の
疲
れ
が
ひ
ど
く
困
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
原
因
の

1
つ
が
ス
マ
ホ
の
見
過
ぎ
な
の
は
考
え
る
ま
で
も
な
い
こ
と
。

そ
ん
な
日
常
を
改
め
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、「
な
か
な
か
抜
け

出
せ
な
い
」の
が
依
存
症
の
怖
い
と
こ
ろ
で
す
。�

（
大
谷
）

　
先
日
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
た
め
に
最
近
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
総
合
病
院
に
行
き
ま
し
た
。
行
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
！
受
付

か
ら
検
査
、
会
計
ま
で
す
べ
て
機
械
化
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ま
ず
診
察
券
を
登
録
機
に
入
れ
て
か
ら
受
診
票
フ
ァ
イ
ル
を

受
け
取
り
、
広
い
院
内
で
右
往
左
往
し
な
が
ら
各
々
の
検
査

室
前
で
バ
ー
コ
ー
ド
を
自
分
で
登
録
し
て
検
査
し
た
後
、
会

計
カ
ウ
ン
タ
ー
に
受
診
票
フ
ァ
イ
ル
を
提
出
し
て
会
計
受
付

番
号
を
も
ら
い
、
自
動
精
算
機
に
自
分
の
番
号
が
表
示
さ
れ

た
ら
機
械
で
支
払
い
で
す
。
ど
の
フ
ロ
ア
の
機
械
の
前
に
も
戸

惑
っ
て
い
る
お
年
寄
り
が
お
ろ
お
ろ
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
病
院
受
付
で
の
最
後
の
ご
挨
拶
、「
お
大
事
に
」は
ど
こ
に

も
入
る
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
人
件
費
節
約
」や「
時
短
」に
は
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
物

足
り
な
い
気
が
す
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。�

（
松
森
）

　「
世
中
渉
さ
ん
っ
て
誰
な
ん
で
す
か
？
　
編
集
部
の
人
？
」

と
い
う
質
問
を
時
々
受
け
ま
す
。「
こ
こ
か
ら
読
み
ま
す
」と

言
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
あ
る
、
隠
れ
た（
？
）人
気
コ
ー
ナ
ー

「
あ
い
て
ぃ
の
あ
る
職
場
日
記
」。
世
中
渉
さ
ん
は
、
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
通
り
の
方
な
ん
で
す
よ
。

　
昨
年
末
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
世
中
渉
さ
ん
＆
仲
間
た
ち

と
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
催
。
テ
ー
マ
は
、
私
が
大
好
き
な
某
人

気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
同
世
代
な
ら
で
は
の
選
曲
で
歌
い
ま
く

り
の
楽
し
い
時
間
で
し
た
が
、
宴
会
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
段
取

り
、
盛
り
上
げ
と
、
さ
す
が
の
世
中
ワ
ー
ル
ド
。「
仕
事
人
・

世
中
渉
」を
間
近
で
見
て
感
動
し
た
次
第
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
長
年
の
連
載
功
績
を
た
た
え
る
べ
く
、

「
C
O
M
P
A
S
S 

O
N
L
I
N
E
」に
世
中
渉
ア
ー
カ
イ

ブ
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。
仕
事
に
煮
詰
ま
っ
た
ら
こ
こ

で
一
服
し
て
く
だ
さ
い
ね
。�

（
石
原
）

https://www.compass-it.jp/
https://www.compass-it.jp/
https://www.facebook.com/compassnetwork/

